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11月は児童虐待防止推進月間です

題
字

　平
野 

明
日
香
さ
ん

菱の実採り
Ｐ３に関連記事



中央公民館
（神埼市立図書館）

監査事務局 ☎37　0109

3 市報かんざき 2014.11月号

（平成26年９月末日現在）

●人　口　32,631人（対前月－29人）

　　　　   （男／ 15,585人　女／ 17,046人）
●世帯数　11,429世帯（対前月＋20世帯）

11月 １日（土）

 　 　８日（土）

 　 　24日（月・振替休日）

 　 　９日（日）

 　　15日（土）～23日（日・祝）

『教育の日』

元気かんざき市民交流祭

吉田絃二郎129年祭

神埼市子ども音楽のつどい

九年庵一般公開

国民健康保険税（６期）

平日　８：30 ～ 17：15
　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組
　毎月第３・４週
　８：30 ～、12：30 ～、17：45 ～、21：35 ～
・「ＭＹ ＤＥＡＲ神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　
神
埼
の
秋
の
風
物
詩
「
菱
の
実
採
り
」。
10
月
か

ら
11
月
が
収
穫
時
期
で
、
ハ
ン
ギ
ー
に
乗
り
収
穫

す
る
様
子
は
神
埼
な
ら
で
は
の
風
景
で
す
。

　
10
月
15
日
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全
国
放
送
「
ひ
る

ブ
ラ
」
の
中
で
も
そ
の
様
子
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
菱
の
実
は
、「
ひ
し

ぼ
う
ろ
」、「
菱
焼
酎
」

の
原
料
と
も
な
っ
て

お
り
、
神
埼
市
の
特

産
品
と
し
て
も
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

「
菱
の
実
採
り
」
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月

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
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子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！
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平
成
27
年
度
保
育
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入
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募
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財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

 …
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…
…
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か 

 …
…
12

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
冬
休
み
入
会
受
付
中
／
日
帰

り
人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ
／
父
子
家
庭
へ
の
貸

付
制
度
が
ス
タ
ー
ト
／
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

紹
介 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13

﹃
九
年
庵
﹄
秋
の
一
般
公
開
／
「
仁
比
山
温
泉
も

み
じ
の
湯
」特
別
営
業
／
「
神
埼
ア
ス
パ
ラ
に
ゅ

う
め
ん
」
限
定
発
売
／「
神
埼
よ
か
よ
か
券
」発
売

開
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…
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…
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14

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

／
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
選
択
で
き
ま
す 

 …
15

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
／
農
業
制
度
資
金
を
利

用
し
て
経
営
改
善
を
／
野
菜
・
花
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
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青
少
年
だ
よ
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吉
田
絃
二
郎
生
誕
１
２
９
年
祭
／
男
・
倶
楽
部
第

２
回
講
座
「
デ
ィ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
」 
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…
…
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進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
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大
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を
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／
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／
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の
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の
夜
の
ミ
ュ
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ク
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／
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ー
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／
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／
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ラ
ン
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ス
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加
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募
集
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ク
リ
ー
ク
公
園
ま
つ
り
開
催
／
下
村
湖
人
生
誕

１
３
０
年
を
祝
う
／
第
４
次
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
策
定
委
員
会
発
足 
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…
…
…
…
…
…
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
︹
結
果
報
告
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話
題 
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…
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…
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埼
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偉
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紹
介
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ま
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…
…
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趣
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あ
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あ
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里
歴
史
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園
か
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の
お
知
ら
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埼
旬
菜 

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
40

神埼高校３年 書道部

平野 明日香 さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　
神
高
祭
も
終
わ
り
、
私
た
ち
３
年
生
は
受
験
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
部
活

を
引
退
し
ま
し
た
が
、
私
は
今
年
の
総
合
文
化
祭

で
も
入
賞
で
き
る
よ
う
に
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
、
後
漢
時
代
に
書
か
れ
た
石
門
頌
の
特
徴

を
生
か
し
、
伸
び
や
か
で
う
ね
り
の
あ
る
線
を
意

識
し
た
粘
り
強
い
作
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
第
一
志
望
の
大
学
合
格
に
向
け
、
こ
の
題
字
の

よ
う
に
粘
り
強
く
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
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子育てはひとりで悩まないで
～悩んだらご相談ください～

　子育ての現実は、まったく思い通りにいかないものです。子育ての不安やイライラ、つい怒鳴ってしまったり、
手が出てしまったり・・・このような悩みを抱えたお父さん、お母さんはいませんか。
　あなたと子どもを応援している方は、周囲にたくさんいます。決してひとりで悩まないで、下記の相談機関でご
相談ください。

機関名 相談内容 電話番号

神埼市家庭児童相談室 子どもに関するいろんな相談や情報提供を行います。 ☎37-0110

健康増進課　母子保健係
（神埼町保健センター）

子どもとお母さんに関する病気や発育に専門的なアドバイスを行
います。

☎51-1234

子育て支援センター 育児や子育てサークルを通して仲間づくりを行います。
☎44-4908

ファミリー・サポート・センター 子育てのお手伝いをします（保育園などの送迎等）。

保育園・幼稚園
認定こども園

育児に対するアドバイスをしています。
・仁比山保育園（☎52-2952）　・西郷保育園（☎53-4881）
・ちよだ保育園（☎44-6941）　・せふり保育園（☎51-9051）
・神埼双葉園（☎52-3609）　　・小桜保育園（☎52-3345）
・神埼保育園（☎52-3632）　　・ちとせ保育園（☎34-6450）
・子どもの家保育園・大立寺幼稚園（☎44-3144）
・ベリーボタン保育園・神埼幼稚園（☎53-4500）

佐賀県中央児童相談所
心理療法士や児童福祉司などが、精神科の助言、指導を受けなが
ら効果的なカウンセリング、支援が行えるように努めています。

☎26-1212

神埼警察署 援助を求められた場合、迅速な対応を行います。 ☎52-2114

【神埼市相談専用メールアドレス】
　福祉課では、子育てや家庭の悩みなどの相談専用のメールアドレスを開設しています。秘密は厳守しますので、
お気軽にご相談ください。

k-soudan@city.kanzaki.lg.jp

☆こんな気持ちになったことはありませんか？

（就学前の子どもの場合）急いでいるとき、忙しいときに限って子どもが泣くんです・・・

◆アドバイス―子どもの気持ちを想像してみてください。―
　子どもは、保護者の都合に合わせてすぐには行動できません。子どもの気持ちを聞いてあげ、待ってあげ
ることが大切です。保護者のイライラを子どもは敏感に感じ取ります。怒ったり、たたいたりせず、何がだ
めなのか、悪かったのかをきちんと教えてあげましょう。
　また、子どもが上手くできた時はほめてあげましょう。子どもは、保護者に認められたいと思っています。
ほめられることが、子どもの自信とやる気につながり成長を促すことになります。

◎問い合わせ　福祉課　社会福祉係　☎37-0110



6市報かんざき 2014.11月号

有
料
広
告

有
料
広
告

各課からのお知らせ

「子ども・子育て支援新制度」が始まります！

詳しくは、直接施設へお問い合わせください

幼稚園また
は認定こど
も園を利用
したい

施
設
へ
申
し
込
み

保育園を
利用したい

市
へ
保
育
の
必
要
性
の
申
請

市
へ
申
し
込
み

利
用
調
整

入
園
の
内
定

施
設
を
通
じ
て
市
へ

 

保
育
の
必
要
性
の
申
請

１号認定
（教育標準時間認定）
２号認定・３号認定
（保育認定）

１号認定
（教育標準時間認定）

認定こども園

子どもの家保育園　
ベリーボタン保育園（ （

仁比山・西郷・ちよだ・
せふり・神埼双葉・
小桜・神埼・ちとせ（ （

保育園

地域型保育事業
・小規模保育
・家庭的保育　など

※神埼市外の施設

新制度へ移行しない
幼稚園

新制度へ移行する
幼稚園

２号認定
（満３歳以上・保育認定）

３号認定
（満３歳未満・保育認定）

○入園手続きの流れ

■「保育の必要性の認定」が必要です

○支給認定の種類

　新制度では、認定こども園や幼稚園、保育所等への入園を希望する保護者からの申請に対して、市が客観的な基
準に基づき、保育の必要性を認定します。
　認定を受けることで、保育の必要性の有無、保育の必要量など、お子さまの状況に応じた認定内容が記載された
支給認定証が交付されます。

支給認定区分 対象となる子ども 利用できる主な施設・事業
１号認定 満３歳以上の就学前の子どもで、教育を希望する子ども

（２号認定を除く）
認定こども園、幼稚園

２号認定 満３歳以上の就学前の子どもで、保護者の就労・疾病等
により、保育を必要とする子ども

認定こども園、保育園

３号認定 満３歳未満の子どもで、保護者の就労・疾病等により、
保育を必要とする子ども

認定こども園、保育園、
小規模保育事業、家庭的保育事業など

◎問い合わせ　福祉課　社会福祉係　☎37-0110
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平
成
27
年
度

保
育
園
入
園
児
募
集

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　
　
　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
４
４
‐
３
０
７
１

　

脊
振
支
所　
　

総
合
窓
口
課　

☎
５
９
‐
２
１
１
１

【
市
内
保
育
園
】

　

仁
比
山
保
育
園
（
市
立
）

　

西
郷
保
育
園
（
市
立
）

　

ち
よ
だ
保
育
園
（
市
立
）

　

せ
ふ
り
保
育
園
（
市
立
）

　

神
埼
双
葉
園
（
私
立
）

　

小
桜
保
育
園
（
私
立
）

　

神
埼
保
育
園
（
私
立
）

　

ち
と
せ
保
育
園
（
私
立
）

【
認
定
こ
ど
も
園
】

　

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
希
望
の

方
は
、
直
接
左
記
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

・
子
ど
も
の
家
保
育
園

　

☎
４
４
‐
３
１
４
４

・
ベ
リ
ー
ボ
タ
ン
保
育
園

　

☎
５
３
‐
４
５
０
０

☆
受
付
期
間
☆

　

11
月
４
日
（
火
）
～

　
　

12
月
22
日
（
月
）

　

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

◆
◇
◆
◇　

入
園
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ　

◆
◇
◆
◇

Ｑ
１

　

保
育
園
へ
入
園
す
る
要
件
は
？

Ａ
１

　

保
育
園
へ
入
所
で
き
る
の
は
、「
生

後
６
ヶ
月
か
ら
就
学
前
の
児
童
」

で
、
児
童
の
保
護
者
が
次
の
い
ず

れ
か
の
事
情
に
よ
り
保
育
の
必
要

性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
で

す
。

①
家
庭
外
労
働
・
・
・
児
童
の
保
護

者
が
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
。（
最

低
勤
務
時
間
及
び
日
数
が
、
１
日

４
時
間
以
上
か
つ
月
15
日
以
上
）

②
家
庭
内
労
働
・
・
・
児
童
の
保
護

者
が
家
庭
内
で
児
童
と
は
な
れ
て

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

（
最
低
勤
務
時
間
及
び
日
数
が
、

１
日
４
時
間
以
上
か
つ
月
15
日
以

上
）

③
親
の
い
な
い
家
庭
・
・
・
死
亡
、

行
方
不
明
、
拘
禁
な
ど
の
理
由
に

よ
り
親
が
い
な
い
家
庭
。

④
母
親
の
出
産
、
保
護
者
の
病
気

等
・
・
・
出
産
の
前
後
（
出
産
月

を
挟
ん
で
前
後
２
ヶ
月
以
内
、
最

大
４
ヶ
月
）
や
保
護
者
が
病
気
、

負
傷
、
心
身
に
障
害
が
あ
る
。

⑤
病
人
の
看
護
等
・
・
・
家
庭
で
長

期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障
が

い
が
あ
る
人
の
介
護
、
介
助
を
し

て
い
る
。

⑥
家
庭
の
災
害
・
・
・
火
災
、
風
水

害
、
地
震
な
ど
の
災
害
の
復
旧
に

あ
た
っ
て
い
る
。

Ｑ
２

　

申
込
書
の
設
置
場
所
は
？
ま
た
、

申
込
み
窓
口
は
？

Ａ
２

　

申
込
書
な
ど
の
必
要
書
類
は
、
福

祉
課
及
び
各
支
所
総
合
窓
口
課
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
新
入
園
児
の
方
…

　

市
役
所
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

（
千
代
田
・
脊
振
）
総
合
窓
口
課

ま
で
。

○
現
在
、
市
内
の
保
育
園
に
在
園
さ

れ
て
い
る
方
…

　

継
続
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

各
保
育
園
ま
で
。

○
現
在
、
市
外
の
保
育
園
に
通
わ
れ

て
い
る
方
…

　

新
入
園
児
と
同
様
、
市
役
所
福
祉

課
ま
た
は
各
支
所
（
千
代
田
・
脊

振
）
総
合
窓
口
課
ま
で
。

Ｑ
３

　

申
込
み
に
必
要
な
書
類
は
？

Ａ
３

①
入
園
申
込
書

　
（
児
童
１
人
に
つ
き
１
部
）

②
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
、
母
子

健
康
手
帳
の
写
し
、診
断
書
な
ど
）

※
平
成
27
年
４
月
入
園
希
望
の
方
は

利
用
区
分
の
認
定
を
受
け
る
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
保
育
料
算
定
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
所
得
税
額
に
よ
る
算

定
か
ら
市
民
税
額
（
所
得
割
額
）

に
よ
る
算
定
へ
変
更
と
な
り
ま

す
。

※
市
外
か
ら
の
入
所
の
場
合
は
証
明

書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
４

　

入
園
選
考
は
ど
う
す
る
の
？

Ａ
４

　

入
園
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

申
込
書
と
面
接
に
よ
り
保
育
が
必

要
な
程
度
を
総
合
的
に
判
断
し
、

優
先
順
位
の
高
い
方
か
ら
入
園
を

決
定
し
ま
す
。
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　市では、市民の皆さんに納めていただいた税金がどのように使われているか、市の財政状況が

どのような状況にあるのかをお知らせするため、財政事情を公表しています。

　今回は、平成25年度決算と平成26年度予算（９月補正後）の状況をお知らせします。（決算に

ついては地方財政状況調査より）

平成25年度一般会計決算

平成25年度　神埼市の決算報告

一般会計 歳出総額　149億7,170万円　対前年比3.2％増

市民1人あたり歳出額　約46万円（Ｈ26.3月末現在人口）

歳入総額　155億5,318万2千円

経済対策による歳入の増加
分　析 　

　歳入決算額は、前年度より5億9,559万9千
円増加し155億5,318万2千円となりました。
　国の緊急経済対策事業や地域の元気臨時
交付金事業など、国庫支出金を伴う事業が
大幅に増加し、対前年度比19.5％の増とな
りました。それ以外にも、神埼市憩いの家
改築事業や神埼市中央公民館改修事業と
いった大型事業が始まったことにより、市
債も増加し、対前年度比12.7％の増となり
ました。
　自主財源については、固定資産税やたば
こ税の増加により地方税が増加しており、
市税の徴収率は対前年度比0.4％向上しまし
た。また、財産収入が増加していますが、
これは市有林を伐採し売却して得た収入で
す。
　グラフのとおり、市税を主とした自主的
に調達できる「自主財源」は28.6％で対前
年度比1.5％減少し、地方交付税や国県支出
金等による「依存財源」は71.4％と引き続
き高い水準で推移しています。今後も自主
財源の更なる確保と合わせ、収入に見合っ
た財政規模を基本としながら安定した財政
運営に努めます。

（単位：千円、％）
区　　　　分 24年度 25年度 増減額 増減率

自
主
財
源

地方税 3,166,536 3,195,852 29,316 0.9
分担金・負担金 291,167 299,971 8,804 3.0
使用料・手数料 256,165 242,790 △ 13,375 △ 5.2
財産収入 47,316 75,456 28,140 59.5
寄附金 7,018 2,995 △ 4,023 △ 57.3
繰入金 68,252 26,633 △ 41,619 △ 61.0
繰越金 499,225 449,246 △ 49,979 △ 10.0
諸収入 172,034 162,825 △ 9,209 △ 5.4

依
存
財
源

地方交付税 5,463,754 5,327,974 △ 135,780 △ 2.5
国・県支出金 3,055,665 3,651,199 595,534 19.5
市債 1,428,956 1,610,000 181,044 12.7
地方譲与税 163,847 156,528 △ 7,319 △ 4.5
地方特例交付金 15,781 16,569 788 5.0
その他交付金 321,867 335,144 13,277 4.1

合　　計 14,957,583 15,553,182 595,599 4.0

歳入

自主財
源

依
存
財

源

28.6％

71.4％

地方特例交付金
1,656万9千円

地方譲与税
1億5,652万8千円

その他交付金
3億3,514万4千円

分担金・負担金
2億9,997万1千円

使用料・手数料
2億4,279万円

繰入金
2,663万3千円

繰越金
4億4,924万6千円

諸収入
1億6,282万5千円

地方交付税
53億2,797万4千円

地方税
31億9,585万2千円

国・県支出金
36億5,119万9千円

市債
16億1,000万円

財産収入
7,545万6千円

寄附金
299万5千円

財政事情をお知らせします
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歳出総額　149億7,169万5千円

公共施設・教育環境の充実
分　析 　

　歳出決算額は、前年度より4億6,335万8
千円増加し、149億7,169万5千円となりま
した。　
　人件費については、引き続き抑制に努
めたこともあり、対前年度比3.3％の減少
となりました。公債費については、対前
年度比3.8％の増となりましたが、将来の
財政負担を軽減するため、残高を一括し
て返済する「繰上償還」を行い約1,500万
円の経費節減を図ることができました。
　平成25年度は、市道橋梁や公営住宅、
小学校の改修など、国の緊急経済対策に
盛り込まれた事業を行い、単独事業では神
埼市憩いの家や神埼市中央公民館の改修
を行い、公共施設の充実を図りました。ま
た、教育の分野では、電子黒板などのＩＣ
Ｔ機器を導入し、教育環境の充実を図りま
した。
　今後、少子高齢化対策などの扶助費や
市債（借入）返済の公債費、市有施設等
の老朽化対策にかかる維持補修費・物件
費は増加するとみられており、厳しい財
政状況が見込まれます。後年度の財政負
担の軽減を図るためにも、市債の繰上償
還など更なる行財政改革を推進し、限ら
れた財源の更なる有効かつ効果的な活用
に努めます。

（単位：千円、％）
区　　　分 24年度 25年度 増減額 増減率

義務的経費
人件費 2,262,767 2,188,460 △ 74,307 △ 3.3
扶助費 2,409,349 2,431,241 21,892 0.9
公債費 1,935,108 2,008,488 73,380 3.8

投資的経費

普通建設
事業費 2,358,925 2,977,698 618,773 26.2

災害復旧
事業費 73,276 51,417 △ 21,859 △ 29.8

その他経費

物件費 1,309,782 1,370,211 60,429 4.6
維持補修費 60,123 72,468 12,345 20.5
補助費等 1,855,349 1,877,884 22,535 1.2
積立金 802,620 557,695 △ 244,925 △ 30.5
投資及び出資
金・貸付金 32,000 32,000 0 0.0

繰出金 1,409,038 1,404,133 △ 4,905 △ 0.3
合　　　計 14,508,337 14,971,695 463,358 3.2

義務
的
経
費歳出

投資的経費

そ
の

他
経
費

44.3％
35.5％

20.2％

人件費
21億8,846万円

扶助費
24億3,124万1千円

公債費
20億848万8千円

普通建設事業費
29億7,769万8千円

物件費
13億7,021万1千円

災害復旧事業費
5,141万7千円

補助費等
18億7,788万4千円

投資及び出資金・貸付金
3,200万円

繰出金
14億413万3千円

積立金
5億5,769万5千円

維持補修費
7,246万8千円

●決算収支の状況

区　分 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引 実質単年度収支

平成24年度 149億5,758万円 145億  834万円 4億4,925万円 6億4,836万円

平成25年度 155億5,318万円 149億7,170万円 5億8,148万円 4億6,842万円

対 前 年 比 4.0%増 3.2％増 ― ―

　平成25年度の歳入総額は、155億5,318万円で前年度に
比べ4.0％の増、歳出総額においても149億7,170万円で
3.2％の増となりました。また、歳入・歳出の差引額は
5億8,148万円ですが、翌年度に繰り越すこととなった事
業費や、財政調整のための基金に係る取り崩し額を差し
引いた実質的な収支額は、4億6,842万円となっています。
　なお、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は89.6％
となり、県内の10市平均89.3％をやや上回りました。こ
の比率が高いほど自由に使える財源が少ない状態を示す

こととなります。公債費や物件費の増加などで前年
度の86.9％に比べると2.7％増加し、引き続き高い水準
であるといえます。
　今後、合併による財政的優遇措置の期間が迫って
おり、厳しい財政状況が予想される中、各事業の取
捨選択を行いながら、更なる行財政改革によって「効
率性」・「経済性」を高め、市民サービスを損なうこ
とのないよう財政運営に努めます。

神埼市の財政事情
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●特別会計の状況

●基金残高 ●市債残高

（歳出決算額）
区　　　　分 24年度 25年度

国民健康保険事業特別会計 40億21万円 40億955万円
国民健康保険診療所特別会計 8,611万円 8,123万円
後期高齢者医療特別会計 3億5,236万円 3億6,599万円
簡易水道特別会計 3,006万円 325万円
下水道事業特別会計 11億7,528万円 13億2,396万円

特別会計とは？

　特定の収入（国民健康保険税や下水道使用

料）で事業の支出が賄われている会計で、平

成25年度末現在で5会計あります。

　なお、下水道事業特別会計には公共下水道

事業のほかに農業集落排水事業、特定地域生

活排水事業が含まれており、長期計画の下、

各事業が進められています。

　平成25年度末の基金(預金)残高は約56億円で、住民一
人あたり（26.3月末現在）約17万円となります。

　平成25年度末の市債（借金）残高は約219億円で、住
民一人あたり（26.3月末現在）約67万円となります。

� （千円）
24年度 25年度 増減額

一般会計 4,690,276 5,246,250 555,974
特別会計 326,467 363,184 36,717

合計 5,016,743 5,609,434 592,691

� （千円）
24年度 25年度 増減額

一般会計 16,315,593 16,134,646 △ 180,947
特別会計 5,496,020 5,786,918 290,898

合計 21,811,613 21,921,564 109,951

●平成25年度一般会計の主な事業

・農業基盤整備促進事業� 9億2,303万円
・道路橋梁新設改良、改築、維持、補修事業（繰越含む）� 3億2,109万円
・緊急経済対策事業（市道橋梁新設改良事業）� 2億1,818万円
・県営ほ場整備事業元利補給補助金� 1億9,681万円
・クリーク防災機能保全対策事業� 1億3,412万円
・筑後川下流土地改良事業負担金� 1億911万円
・強い農業づくり交付金事業補助金� 7,349万円
・緊急経済対策事業（公営住宅ストック事業）� 6,811万円
・災害復旧事業（農地・農業用施設、公共、林道）� 5,143万円
・中山間地域等直接支払事業費� 4,800万円
・さがの強い園芸農業確立対策事業� 4,440万円
・森林整備加速化・林業再生事業� 3,735万円
・森林環境保全直接支援事業� 3,288万円
・住宅リフォーム緊急助成事業� 2,672万円
・土地改良モデル事業� 1,643万円
・林道新設改良事業� 975万円
・神埼市地元購買力推進券事業補助金� 747万円
・王仁博士顕彰公園整備事業� 558万円
・企業立地・支援対策費事業� 439万円

・千代田庁舎太陽光発電施設整備事業（設計委託及び
　工事請負費前金等）� 2,371万円
・神埼市生活交通路線維持費補助金� 667万円
・葬祭公園整備促進協議会負担金� 621万円
・元気かんざき市民交流祭開催費� 593万円
・コミュニティ助成事業� 490万円
・神埼市ブランド創造事業� 455万円
・歴史文化遺産を活かしたまちづくり事業� 440万円
・避難所整備基本構想業務委託料� 267万円
・まちづくり市民活動支援事業補助金� 234万円
・ＣＳＯネットワーク活動事業委託料� 200万円
・防災マップ作成費� 96万円
・美活スクール（マイルド婚活）事業� 40万円
・官学連携共同商品開発研究推進事業� 40万円

・子ども手当費・児童扶養手当・特別障害者手当� 6億9,059万円
・公立・私立・管外保育所運営事業費� 6億7,349万円
・障害者自立支援介護給付事業� 3億5,740万円
・脊振共同塵芥処理組合負担金� 3億1,688万円
・生活保護扶助費� 2億7,743万円
・神埼市憩の家改築事業� 1億3,929万円
・予防接種事業� 7,653万円
・生きがい活動支援通所事業� 3,698万円
・妊婦・乳児健康診査� 3,044万円
・健康増進健康診査事業� 2,320万円
・ダム関連生活環境整備事業� 1,146万円
・医療費助成事業費（乳幼児～小中学生・重心・ひとり親）� 1,132万円
・長寿祝金・敬老事業費� 912万円
・子育て支援センター事業費� 444万円
・介護予防事業（一次予防高齢者施策）� 439万円
・資源物集団回収事業補助金� 173万円
・不妊治療費助成金� 140万円
・風しん予防接種費用助成事業� 80万円

・緊急経済対策事業（小学校校舎屋根・外壁改修等 ）� 2億3,812万円
・緊急経済対策事業（脊振中学校武道館建設事業）�1億9,462万円
・神埼市中央公民館改修事業（設計委託及び工事請負費前金等）�1億1,639万円
・小学校施設整備費（空調設置）� 4,013万円
・放課後児童クラブ事業� 3,380万円
・私立幼稚園就園奨励補助金� 3,188万円
・神埼市小中学校英語教育推進事業� 2,521万円
・通学バス運行委託事業� 1,797万円
・神埼市体育協会補助金� 1,792万円
・神埼市小中学校ＩＣＴ支援員配置等委託事業� 1,607万円
・教育ＩＣＴ振興事業� 1,421万円
・放課後子ども教室推進事業� 1,000万円
・要保護・準要保護援助費� 911万円
・埋蔵文化財費� 640万円
・歴史文化芸術体験事業� 289万円
・スポーツ大会等県外大会出場者補助金� 211万円
・身近なユニバーサルデザイン推進事業� 180万円
・小中学校国際交流事業� 85万円

総務企画部

産業建設部

市民福祉部

教育委員会
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平成26年度予算（９月補正後）の状況
【歳入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（千円）

区　　　分 当　　初 補　正　額 補　正　後

地 方 税 3,039,806 79,000 3,118,806

地 方 譲 与 税 147,001 0 147,001

地 方 特 例 交 付 金 14,000 2,536 16,536

そ の 他 交 付 金 408,000 0 408,000

地 方 交 付 税 4,700,000 218,684 4,918,684

分担金及び負担金 207,336 △ 5,252 202,084

使用料及び手数料 255,766 10,265 266,031

国・ 県 支 出 金 2,873,553 188,148 3,061,701

財 産 収 入 48,832 21,710 70,542

寄 附 金 2 0 2

繰 入 金 458,579 208,223 666,802

繰 越 金 100,000 305,813 405,813

諸 収 入 191,625 67,625 259,250

地 方 債 1,061,500 334,700 1,396,200

合　　　　計 13,506,000 1,431,452 14,937,452

【歳出】目的別　　　　　　　　　　　　　　　 　（千円）

区　　　　分 当　　　初 補　正　額 補　正　後

議 会 費 186,425 0 186,425

総 務 費 1,390,707 284,712 1,675,419

民 生 費 4,564,451 23,798 4,588,249

衛 生 費 1,018,824 119,953 1,138,777

労 働 費 60,449 0 60,449

農 林 水 産 業 費 1,465,700 226,549 1,692,249

商 工 費 124,625 30,378 155,003

土 木 費 510,765 389,921 900,686

消 防 費 560,476 8,133 568,609

教 育 費 1,595,613 222,046 1,817,659

災 害 復 旧 費 13,310 0 13,310

公 債 費 1,994,564 125,962 2,120,526

諸 支 出 金 91 0 91

予 備 費 20,000 0 20,000

合　　　　計 13,506,000 1,431,452 14,937,452

※補正額は、６月および９月補正額の合計額です。

【歳出】性質別　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

区　　　分 当　　初 補　正　額 補　正　後

人 件 費 2,270,913 52 2,270,965

扶 助 費 2,591,195 18,031 2,609,226

公 債 費 1,994,564 125,962 2,120,526

物 件 費 1,483,119 103,391 1,586,510

維 持 補 修 費 60,339 1,111 61,450

補 助 費 等 2,027,262 68,776 2,096,038

積 立 金 6,348 202,907 209,255

投資及び出資金・貸付金 32,000 0 32,000

繰 出 金 1,516,425 16,149 1,532,574

普 通 建 設 事 業 費 1,490,525 895,073 2,385,598

災 害 復 旧 事 業 費 13,310 0 13,310

予 備 費 20,000 0 20,000

合　　　　計 13,506,000 1,431,452 14,937,452

【特別会計】　　　　　　　　　　　　　　　　  　（千円）

区　　　　分 当　　　初 補　正　額 補　正　後

国 民 健 康 保 険 4,040,530 143,663 4,184,193

国民健康保険診療所 77,330 13,611 90,941

後 期 高 齢 者 医 療 376,872 1,254 378,126

簡 易 水 道 3,480 144 3,624

下 水 道 事 業 1,064,164 141,474 1,205,638

【基金残高】　　　　　　　　　　　　　　　　 　（千円）

当初後残高 補　正　額 補正後残高

一 般 会 計 4,794,023 21,137 4,815,160

特 別 会 計 369,191 118,383 487,574

合 　 　 計 5,163,214 139,520 5,302,734

市民１人あたりの基金残高（26.8月末現在人口） 162

【市債残高】　　　　　　　　　　　　　　　　 　（千円）

当初後残高 補　正　額 補正後残高

一 般 会 計 15,403,736 208,738 15,612,474

特 別 会 計 5,849,987 48,900 5,898,887

合 　 　 計 21,253,723 257,638 21,511,361

市民１人あたりの市債残高（26.8月末現在人口） 659

◎問い合わせ　財政課　財政係　☎37-0101

神埼市の財政事情
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各課からのお知らせ

 

Q
1 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
は
？

 
Q
2 

ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
ま
す
か
？

 

Q
3 

ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
か
？

 

Q
4 

自
由
に
使
っ
て
い
い
で
す
か
？ 

個
人
情
報
保
護
の
管
理
は 

　
　

  

安
全
で
す
か
？

 

Q
6 

問
い
合
わ
せ
窓
口
は
ど
こ
で
す
か
？

 

Q
5 

神
埼
市
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

　
　

  

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
？

Ａ
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
方
に
付
与
さ
れ

る
12
桁
の
番
号
で
す
。
平
成
27
年
10
月
以
降
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記

載
し
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
住
民
票
の
住
所
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
漏
洩
し
た
番
号
が
悪
用
さ
れ
る
な
ど
の
特
別
な
場

合
を
除
い
て
生
涯
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
大
切
な
個

人
情
報
で
す
の
で
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

Ａ
．
国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
お
い
て
、
社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
年
金
・
雇

用
保
険
・
医
療
保
険
の
手
続
、
生
活
保
護
・
児
童
手
当
そ
の
他
福
祉

の
給
付
、
確
定
申
告
の
税
の
手
続
な
ど
で
、
申
請
書
等
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
を
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　

税
や
社
会
保
険
の
手
続
き
に
お
い
て
は
、
事
業
主
や
証
券
会
社
、

保
険
会
社
な
ど
が
個
人
に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
行
う
場
合
も
あ
る
た

め
、
勤
務
先
や
証
券
会
社
、
保
険
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
に
も
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
．
社
会
保
障
や
税
に
関
す
る
行

政
手
続
き
に
か
か
る
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
窓
口
で
の
提
出
書
類
が
削

減
さ
れ
る
な
ど
、
手
続
き
の
負
担

の
軽
減
や
利
便
性
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
す
。

Ａ
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
対
象
と
な
る
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
の

中
で
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
範
囲
で
の
み
使
用
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
場
合
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
他
人
に
提
供
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

不
正
に
入
手
、
使
用
す
る
と
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
や
り
と
り
を
記
録
し
、
本
人
が
確
認
で
き
る
情

報
提
供
記
録
開
示
シ
ス
テ
ム
が
平
成
29
年
1
月
か
ら
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人
情
報
を
い
つ
、
誰
が
、
ど

の
よ
う
な
目
的
で
提
供
し
た
か
が
全
て
記
録
さ
れ
、
本
人
が
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ａ
．
10
月
1
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
国
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
対
応
さ
れ
ま
す
。

　

電
話
番
号
な
ど
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
日
本
語
窓
口
】
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
１
７
８
〈
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
〉

※
番
号
の
下
四
桁
０
１
７
８
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
の
語
呂
合
わ
せ
で
す
。

【
外
国
語
窓
口
】
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
２
９
１
〈
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
〉

※
今
年
度
は
英
語
の
み
の
対
応
で
す
。

【
時
間
】
平
日
9
時
30
分
～
17
時
30
分
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

Ａ
．
神
埼
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
開
始
に
向
け
て
、
制
度
の

円
滑
な
運
用
と
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
て
、
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
の
整
備

や
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　社会保障や税制度の効率性・透明性を高めるために、国が進める「社会保障・税番号制度」についてお知らせします。
　◎問い合わせ　市長公室　情報管理係　☎44-2112

マイナンバー
社会保障・税番号制度ってナニ？
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父
子
家
庭
へ
の
貸
付

制
度
が
ス
タ
ー
ト

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　

の
紹
介

◎
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

◎
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

有
料
広
告

　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
、

母
子
家
庭
や
寡
婦
の
方
だ
け
で

な
く
、
父
子
家
庭
（　

歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父

子
家
庭
の
父
、
児
童
）
も
福
祉

資
金
の
貸
付
対
象
に
な
り
ま
し

た
。

　
◆
福
祉
資
金
貸
付
制
度
概
要

　

母
子
及
び
父
子
家
庭
、
寡
婦

の
生
活
安
定
と
、
そ
の
児
童
の

福
祉
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に

各
種
資
金
貸
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

貸
付
の
決
定
ま
で
に
は
一
定

の
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
利
用
を
お
考
え
の
方
は
出

来
る
だ
け
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

20

　
　〈
国
保
事
業
〉

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
募
集

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

○
対
象
者

　

①
神
埼
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方

　

②
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で

40
歳
以
上
の
方

　

③
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が

な
い
方

○
検
査
日

　

平
成
27
年
３
月
ま
で
の
う
ち
受

診
者
が
希
望
す
る
日

○
検
査
時
間

　

８
時
30
分
～
15
時

　
（
受
付
時
間　

　
　
　
　

８
時
～
８
時
30
分
）

○
検
査
場
所

　

成
人
病
予
防
セ
ン
タ
ー

○
検
査
項
目

　

胸
部
Ｘ
線
直
接
撮
影
、
心
電
図
、

肺
機
能
、
胃
透
視
ま
た
は
胃
カ
メ

ラ
、
腹
部
超
音
波
、
眼
底
検
査
、

便
潜
血
、
血
液
検
査
な
ど

○
検
査
料
金

　

個
人
負
担　

１
１
，７
２
０
円

　
（
婦
人
健
診
等
は
別
料
金
）

※
申
込
順
に
よ
り
受
付
し
ま
す
が
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
報
９
月
号
７
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
冬
休
み
入
会
の
お
知
ら
せ

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
埼
市
中
央
公
民
館　
　
　
　

☎
５
３
‐
２
３
２
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脊
振
公
民
館　
　
　
　
　
　
　

☎
５
９
‐
２
１
３
１

　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
な
ど
の

理
由
で
、
昼
間
家
に
保
護
者
な
ど

の
い
な
い
児
童
を
預
か
り
、
遊
び

を
中
心
と
し
た
指
導
を
通
じ
て
児

童
の
安
全
と
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

冬
休
み
（
12
月
25
日
～
27
日
・

１
月
５
～
７
日
）
に
お
い
て
入
会

希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○
対
象

　

小
学
校
１
年
生
～
６
年
生

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
低
学
年

の
児
童
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込
書

②
勤
務
証
明
書
（
児
童
の
保
護
者

及
び
同
居
の
祖
父
母
）

③
児
童
健
康
等
生
活
調
査

④
誓
約
及
び
承
諾
書

⑤
傷
害
保
険
料（
年
額
８
０
０
円
）

※
②
～
⑤
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

入
会
の
実
績
が
あ
れ
ば
不
要
で

す
。
ま
た
、
今
年
度
ド
リ
ー
ム

パ
ー
ク
参
加
の
実
績
が
あ
れ
ば

⑤
は
不
要
で
す
。

※
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
、

冬
休
み
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、①
の
提
出
が
必
要
で
す
。

○
開
設
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

○
負
担
金　

１
，０
０
０
円

※
お
や
つ
代
等
が
別
途
必
要
で

す
。

○
申
込
締
切
日　

12
月
５
日（
金
）

※
締
め
切
り
厳
守

○
注
意
事
項

・
長
期
休
暇
の
み
の
利
用
者
に
つ

い
て
は
土
曜
日
の
入
会
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
終
了
時
間
の
午
後
６
時
ま
で
に

は
、
保
護
者
の
迎
え
が
必
要
で

す
。

・
弁
当
、
水
筒
等

持
参

・
年
末
年
始
（
12

月
28
日
～
１

月
４
日
）
は
実

施
し
ま
せ
ん
。

　
　

　
　　

次
の
地
区
で
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲貞島弘美さん
　尾崎西分・
　戸井土地区
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

　
　

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券﹁
神
埼
よ
か
よ
か
券
﹂

11
月
９
日︵
日
︶販
売
開
始
！

﹃
九
年
庵
﹄一
般
公
開
に
伴
う
憩
い
の
家

﹁
仁
比
山
温
泉　

も
み
じ
の
湯
﹂

特
別
営
業

﹁
神
埼
ア
ス
パ
ラ
に
ゅ
う
め
ん
﹂

限
定
発
売

国
の
名
勝﹃
九
年
庵
﹄秋
の
一
般
公
開

◎
問
い
合
わ
せ

　

神
埼
市
商
工
会　

☎
５
２
‐
７
１
３
１

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
憩
の
家

　

仁
比
山
温
泉　

も
み
じ
の
湯

　

☎
５
５
‐
６
２
６
７

◎
問
い
合
わ
せ　

市
長
公
室　

企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

神
埼
市
商
工
会
で
は
、
神
埼
市
の
支
援

を
受
け
て
、
神
埼
市
地
元
購
買
力
推
進
商

品
券
「
神
埼
よ
か
よ
か
券
」
の
販
売
を
開

始
し
ま
す
。

　

１
セ
ッ
ト
（
１
０
，０
０
０
円
）
の
購
入

で
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
て
１
１
，０

０
０
円
分
の
お
買
物
が
で
き
ま
す
。

　

大
変
お
得
な
商
品
券
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
販
売
開
始
日　

11
月
９
日
（
日
）

○
販
売
場
所　
　

・
神
埼
市
商
工
会

・
市
内
販
売
店
登
録
事
業
所

○
購
入
金
額　
　

　

１
セ
ッ
ト　

１
０
，０
０
０
円

　
（
５
０
０
円
×
22
枚
＝
１
１
，０
０
０
円
）

○
購
入
限
度
額

　

お
一
人
５
セ
ッ
ト
（
５
万
円
）
ま
で

○
販
売
総
数　

１
０
，０
０
０
セ
ッ
ト

○
使
用
期
間　
　

　

平
成
26
年
11
月
９
日
（
日
）

　
　

～
平
成
27
年
１
月
31
日
（
土
）

※
商
品
券
の
販
売
店
舗
な

ど
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
営
業
期
間
◆

　

11
月
13
日
（
木
）
～
25
日
（
火
）

【
11
月
の
休
館
日
】　

11
月
12
日
（
水
）

※
11
月
19
日
（
水
）
は
、
営
業
し
ま
す

　

九
年
庵
一
般
公
開
に
伴
い
、
右
記
期

間
中
は
、
次
の
内
容
に
変
更
し
て
営
業

し
ま
す
。

○
駐
車
場
エ
リ
ア
に
、
九
年
庵
一
般
公

開
の
運
営
本
部
を
設
置
す
る
た
め
、

駐
車
場
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
公
共
交

通
機
関
、
市
巡
回
バ
ス
等
を
利
用
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
温
泉
使
用
料
は
、
利
用
者
の
居
住
地

を
問
わ
ず
、
大
人
（
高
校
生
以
上
）

３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
九
年
庵
の
一
般
公
開
中
は
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
営
業
時
間
】

　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

※
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

　

神
埼
そ
う
め
ん
組
合
、
西
九
州
大
学
、

神
埼
市
の
産
学
官
で
共
同
開
発
し
た

「
神
埼
ア
ス
パ
ラ
に
ゅ
う
め
ん
」
を
秋
の

九
年
庵
一
般
公
開
時
に
、
限
定
発
売
し

ま
す
。

　

神
埼
市
の
特
産
品
で
あ
る
、
神
埼
そ

う
め
ん
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
約
５
本
分
の

濃
縮
汁
を
練
り
込
ん
だ
即
席
麺
で
す
。

ス
ー
プ
は
、
か
つ
お
風
味
の
あ
っ
さ
り

し
ょ
う
ゆ
味
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
に
配
慮
し
て
１
食
当
り

の
食
塩
相
当
量
は
３
・
１
ｇ
と
控
え
め

で
、
体
に
優
し
い
食
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

11
月
16
日
（
日
）、
17
日
（
月
）
は
仁

比
山
公
園
特
設
テ
ン
ト
で
試
食
販
売
を

行
い
ま
す
。
是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

◆
１
箱
２
食
入
り　

７
０
０
円

○
公
開
期
間

　

11
月
15
日
（
土
）

　
　
　

～
23
日
（
日
・
祝
）

　
（
９
日
間
）

○
開
園
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
４
時

○
美
化
協
力
金

　

３
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

○
入
園
整
理
券

・
九
年
庵
へ
入
園
す
る
際
は
、
午
前
８
時
頃
か
ら
本
部

テ
ン
ト
で
配
布
す
る
入
園
整
理
券
が
必
要
で
す
。

・
臨
時
の
駐
車
場
は
、吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
臨
時
駐
車

場
を
使
用
し
ま
す
。

・
交
通
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
九
年
庵
の
一
般
公
開
に
伴
い
、
仁
比
山
公
園
の
駐
車

場
は
、
有
料
（
身
体
障
が
い
者
専
用
）
と
な
り
ま
す
。

・
来
園
者
が
多
く
な
り
、
午
後
４
時
ま
で
に
入
園
の
見

込
み
が
た
た
な
い
場
合
は
、
入
園
整
理
券
の
配
布
を

早
め
に
中
止
し
ま
す
。

・
期
間
中
は
、
神
埼
駅
南
口
よ
り
九
年
庵
（
仁
比
山
神

社
前
）
行
き
の
路
線
バ
ス
（
昭
和
バ
ス
）
が
増
便
し

て
運
行
さ
れ
ま
す
。︿
１
時
間
に
2
便
、
片
道
３
１

０
円
﹀
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﹁
社
会
保
険
料︵
国
民
年
金
保
険
料
︶

控
除
証
明
書
﹂が
発
行
さ
れ
ま
す

65
歳
～
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
選
択
で
き
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構　

佐
賀
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
１
‐
４
１
９
４

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！

は
来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま

た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合

に
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送

付
さ
れ
た
控
除
証
明
書
を
添

付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
及
び
住
民
税
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で

す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

･
･
･
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
、 　

月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

②
平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は

じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方

･
･
･
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

11

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
が
加
入
さ
れ
て
い

る
医
療
制
度
で
す
が
、
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が

申
請
を
さ
れ
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
さ
れ
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

加
入
す
る
と
負
担
割
合
や
保
険
料
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

加
入
者
の
方
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
か
ど
う
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
問
い
合
わ
せ
先
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
一
定
の
障
が
い
と
は

　

主
に
上
記
に
該
当
す
る
障
が
い

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療

　
　

制
度
へ
の
加
入
方
法

　

神
埼
市
役
所
市
民
課
ま
た
は
各

支
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
持
参
す
る
も
の

①
障
が
い
の
程
度
が
記
載
さ
れ
た

手
帳
な
ど

②
印
鑑

③
現
在
お
持
ち
の
健
康
保
険
証

障　が　い　の　程　度

身体障害者手帳

・１級、２級、３級
・４級の次のいずれか
①音声機能、言語機能の著しい障がい
②両下肢のすべての指を欠くもの
③１下肢を下腿の２分の１以上で欠くもの
④１下肢の機能の著しい障がい

精神障害者保健福祉手帳 ・１級、２級

療育手帳 ・Ａ（重度）

国民年金法等の障害年金 ・１級、２級

取り付け・取り外しまで
なんでも気軽にご相談ください！

水もれ・つまり・温水器修理
建具・サッシ修理・大工工事
床鳴り・床張り替え
防虫害鳥対策・シロアリ・塗装
クロス・ハウスクリーニング
ペット用造作・リフォーム
★住宅メンテナンス診断士資格有

エアコンクリーニング
￥5,000～住まいの便利屋

ほんとに何でもやってます

新規キャンペーン実施中！

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

有
料
広
告

有
料
広
告
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

　
　

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

野
菜
・
花
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

農
業
制
度
資
金
を
利
用
し
て
経
営
改
善
を
！

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

千
代
田
支
所

　

農
政
水
産
課
分
室

　

☎
４
４
‐
２
１
９
８

◎
問
い
合
わ
せ　

農
政
水
産
課　

農
政
企
画
係　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
７

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所　

☎
５
２
‐
６
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

三
神
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー　

☎
５
２
‐
１
２
３
１

　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
東
部
農
林
事
務
所
農
政
課　

☎
５
５
‐
９
７
６
０

　

廃
棄
物
を
焼
却
す
る
、
い
わ
ゆ

る
「
野
焼
き
」
は
、
法
律
で
一
部

の
例
外
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄

板
で
囲
っ
た
だ
け
の
設
備
に
よ
る

廃
棄
物
の
焼
却
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
焼
却
の
基
準
に
適
合
し
な
い

焼
却
設
備
（
焼
却
炉
な
ど
）
に
よ

る
焼
却
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
悪
臭
や
煙
害
な
ど
で

近
所
の
方
へ
迷
惑
を
か
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
周
辺
地
域
へ

の
生
活
環
境
の
配
慮
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご

み
は
「
ご
み
収
集
日
」
に
出
し
て

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

環
境
と
健
康
を
守
る
た
め
に
一

人
ひ
と
り
が
野
外
焼
却
の
禁
止
、

ご
み
の
分
別
・
減
量
化
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！　

　

畑
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
野

菜
・
花
づ
く
り
な
ど
を
楽
し
み
た

い
と
い
う
農
園
利
用
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

自
分
だ
け
の
農
園
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

○
場
所　

　

直
鳥
ク
リ
ー
ク
公
園
内

　
「
菱
の
里
ふ
れ
あ
い
農
園
」

○
区
画
面
積　

１
区
画
10
坪
程
度

○
募
集
区
画

　

４
区
画
（
９
月
30
日
現
在
）

○
利
用
料
金

　

１
区
画　

年
額
６
，０
０
０
円

※
年
度
途
中
か
ら
の
利
用
料
金

　

月
割
計
算（
１
ヶ
月
５
０
０
円
）

※
受
付
順
と
し
ま
す
。

※
１　

認
定
農
業
者
と
は
、「
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
に
基
づ

く
農
業
経
営
改
善
計
画
等
を
作
成

し
、
市
町
長
の
認
定
を
受
け
た
個

人
及
び
法
人

※
２　

認
定
新
規
就
農
者
と
は
、
新

た
に
就
農
し
よ
う
と
す
る
青
年
等

で
あ
っ
て
、
農
業
の
技
術
又
は
経

営
方
法
を
実
地
に
習
得
す
る
た
め

の
研
修
等
の
計
画
（
就
農
計
画
）
を

作
成
し
、
当
該
計
画
が
適
当
で
あ
る

旨
の
知
事
の
認
定
を
受
け
た
方

◆
借
入
条
件
な
ど
の
詳
し
い
内
容

は
、
問
い
合
わ
せ
先
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◆
農
業
制
度
資
金
の
詳
し
い
内
容
を

　

記
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
農
業

制
度
資
金
の
ご
案
内
」
を
佐
賀
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
佐
賀
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.saga.lg.jp

　
「
し
ご
と
と
産
業
」
↓
「
農
林
水

産
業
」
↓
「
農
業
（
農
業
関
係
制

度
・
計
画
）」
↓
「
農
業
制
度
資

の
ご
案
内
」

資　金　使　途 利用できる主な資金名
農機具等を購入したい場合 農業近代化資金
認定農業者（※1）が農地を取得したい場合 農業経営基盤強化資金
認定農業者（※1）が短期運転資金を借り入れたい場合 農業経営改善促進資金
経営改善の意欲と能力を有しながらも営農負債の償還が困難となって
いる場合 農業経営負担軽減支援資金

不慮の災害や社会的・経済的な環境の変化等で売り上げが減少し、資
金繰りに支障を来している場合

農林漁業セーフティネット
資金

新しい農業技術等を自主性と創意を生かしつつ新しい農業経営にチャ
レンジする場合 農業改良資金

認定新規就農者（※2）が新たに就農しようとする場合 青年等就農支援資金

○ステージイベント
○屋台販売
○特価商品販売
○教室で作った作品の展示・体験教室
　　　　　などたのしいイベントたくさん♪

株式会社　三神　神埼市神埼町本堀3003-6　　　フリーダイヤル：０１２０－３４－９４１７

11月15日（土）・16日（日）

http://www.sanshin34.com三 神 ガ ス

祭！三神 ○ステージイベント
○屋台販売

祭！三神祭！三神 社屋駐車場にて開催!!

有
料
広
告

有
料
広
告
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青
少
年
だ
よ
り
神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
、
育
て
ま
し
ょ
う

～ 

第
９
回　

地
区
子
育
て
懇
談
会
結
果
報
告 

～

　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
７
月
２
日
、
３
日
、
４
日
の
３

日
間
、
第
９
回
地
区
子
育
て
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

８
月
号
で
は
、
概
要
の
み
報
告
し

ま
し
た
の
で
、
今
回
は
詳
細
を
報
告

し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
参
加
が

　
　
　
　
　

増
え
て
い
ま
す　

◆

全
体
の
参
加
者
数

　

平
成
24
年
度　

２
，９
７
４
人

　

平
成
25
年
度　

３
，０
４
３
人

　

平
成
26
年
度　

３
，０
０
７
人

　　

今
年
度
は
雨
の
影
響
で
参
加
者
が

減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

ま
し
た
が
、
前
年
と
同
様
に
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
前
年
と
比
較
し
て
、

参
加
者
が
増
え
た
地
区
が
57
地
区
、

減
っ
た
地
区
が
49
地
区
で
し
た
。
子

ど
も
の
出
席
状
況
に
つ
い
て
は
、
今

年
も
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市

内
１
０
５
の
地
区
で
子
ど
も
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

◆

子
ど
も
の
参
加
者
数

　

平
成
24
年
度　
　

５
１
８
人

　

平
成
25
年
度　
　

７
３
３
人

　

平
成
26
年
度　
　

７
６
７
人　

　

今
回
の
懇
談
会
か
ら
、
三
つ
の
柱

で
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

１
．
昨
年
度
の
地
区
の
重
点
実
践
目

標
の
反
省
と
今
年
度
の
重
点
実
践

目
標
の
決
定

　

昨
年
度
の
実
践
目
標
で
は
「
あ
い

さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
に
つ
い
て
あ

げ
て
い
る
地
区
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
お
お
か
た
の
地
区
で
よ
く
で
き

て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
あ
い
さ
つ

の
声
が
小
さ
い
の
で
、
今
年
度
は
、

子
ど
も
も
大
人
も
元
気
に
、
笑
顔
で

挨
拶
が
交
わ
せ
る
よ
う
に
と
、
目
標

を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　
『
神
埼
市
四
か
条
の
誓
い
』
を
意

識
し
た
目
標
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

「
ま
ず
大
人
か
ら
」
と
い
う
、
大
切

な
意
見
も
出
て
い
ま
し
た
。

２
．『
神
埼
市
み
ん
な
で
取
り
組
む

子
ど
も
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
決

議
』（
７
項
目
）の
中
か
ら
話
の
内

容
を
地
区
で
決
め
て
話
し
合
う
。

　

各
地
区
と
も
、
必
要
な
話
題
を
取

り
上
げ
、
現
状
の
反
省
や
改
善
点
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
「
安
全
確
保
」
や

「
挨
拶
･
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
関

す
る
話
題
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

３
．『
神
埼
市
四
か
条
の
誓
い
』
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

・
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。
こ

こ
20
年
ほ
ど
で
日
本
人
が
忘
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
入
っ

て
い
る
。
中
に
は
難
し
く
感
じ
る
も

の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き

た
こ
と
を
家
庭
の
中
で
意
識
し
て
い

く
こ
と
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。

・
こ
の
『 

四
か
条
の
誓
い
』
は
、

大
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

感
じ
が
す
る
。
大
人
も
し
っ
か
り

読
ん
で
も
ら
い
た
い
。

・
も
う
少
し
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

表
現
し
て
欲
し
い
。シ
ン
プ
ル
に
。

内
容
が
多
い
。

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
〉

　

今
年
度
の
懇
談
会
の
取
り
組
み
の

成
果
や
課
題
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
、
各
地
区
の
青
少
年
育

成
推
進
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。回
収
率
72
％
で
、

昨
年
よ
り
２
％
ア
ッ
プ
！
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

①
会
の
進
行
に
つ
い
て

・
意
見
な
ど
よ
く
出
て
い
て
よ
か
っ

た�

37
％ （
昨
年
よ
り
14
％
増
）

②
司
会
者
に
つ
い
て

・
青
少
年
育
成
推
進
員�

39
％

・
公
民
館
長
（
神
埼
）�

23
％

・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
育
成
会
長�

22
％

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
役
員�

７
％

・
区
長
、
そ
の
他�

９
％

◆
子
育
て
懇
談
会
を
開
く
こ
と
で
効

果
的
だ
っ
た
こ
と

・
年
々
地
区
子
育
て
懇
談
会
で
話
し

合
わ
れ
る
内
容
が
よ
り
充
実
し
、

地
域
に
と
っ
て
役
立
っ
て
い
る
。

・
地
区
の
改
善
点
を
話
せ
る
。

・
周
囲
の
方
々
が
温
か
く
子
ど
も

達
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ

か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
方

と
の
意
見
交
換
も
で
き
て
よ
か
っ

た
。

・
子
ど
も
た
ち
か
ら
、「
自
分
た
ち

の
事
を
地
区
で
話
し
合
っ
て
も
ら

い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
の
お
礼
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

◆
今
後
に
向
け
て

・
児
童
が
い
な
い
地
区
は
子
育
て
懇

談
会
の
開
催
が
難
し
い
。
話
し
合

う
共
通
の
課
題
を
設
定
し
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
会
に

し
て
は
ど
う
か
に
つ
い
て
、
地
区

で
工
夫
し
て
い
た
だ
き
、
地
区
の

活
性
化
の
た
め
に
開
催
を
お
願
い

し
ま
す
。

昨年度より出席者が
　　10人以上増加した地区

 出席率ベスト10

  (　） の中の数は増加人数
１ 柴　尾　（＋28）
２ 鶴　西　（＋27）
３ 崎　村　（＋21）
４ 本　堀　（＋18）
５ 藤　西　（＋16）
６ 十　条　（＋12）
７ 詫　西　（＋11）

（　）の中は世帯数に対する出席者数の割合

1 曽根ヶ里 
（168.4％）　 6 上黒井

（91.3%）
2 柴　尾

（154.3％） 7 野　田
（88.9％）

3 伏　部
（109.1％） 8 上六丁 

（84.6％）
4 戸井土

（100 ％） 8 池辺田 
（84.6％）

5 大　門
（ 92.9％） 10 藤　西

（84.2％）
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各課からのお知らせ

吉田絃二郎生誕129年祭
皆さまの参加をお待ちしています

○と　き　11月24日（月・振替休日）
　　　　　午前10時開会
　　　　　（午前９時30分開場）
○ところ　神埼中央公園体育館
　　　　　２階アリーナ

吉
よし

田
だ

絃
げん

二
じ

郎
ろう

（1886 ～ 1956年）
　明治19年（西暦1886年）神埼市神埼
町莞牟田生まれ。４歳の頃、佐世保市
に移住。
　早稲田大学を卒業後、同校で教鞭
をとる。小説「磯ごよみ」で文壇に
デビュー。「鳥の秋」が出世作となり、
随筆感想集「小鳥の来る日」は大正時
代の驚異的なベストセラーとなった。

◎問い合わせ
　神埼市中央公民館　☎53-2325

昨年の生誕祭の様子

▲顕彰会式典 ▲仁比山小学校の音読劇

○主な内容
市内小中学生の吉田絃二郎作品読書感想文・感想画最優秀賞表彰、
読書感想文最優秀作品の入賞者による朗読、短歌朗詠、西郷小学
校５年生による絃二郎についての発表
※11月１日（土）～ 30日（日）まで、仁比山温泉もみじの湯で

読書感想画・感想文入賞者の作品を展示します。

男・倶楽部　第２回講座「ディッシュガーデン」
　９月25日に、公民館講座「男・倶楽部」の第２回講座「ディッシュ
ガーデン」を第一園芸センターの田中雄一郎さんを迎え開催しました。
　ディッシュガーデンとは、皿に観葉植物などを寄せ植えするもので、
植木鉢では楽しめない器を楽しむ良さがあります。まずは、皿にゼオ
ライト（根腐れ防止剤）という天然の鉱物を敷き、観葉植物を自分好
みに皿の中に配置し、水苔を苗の隙間と表面に張ったら完成です。

　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　
　今回は３種類の観葉植物を植えましたが、上手に育てる
ことができれば１年間楽しむことが出来るそうです。参加
者は、皿に植えたのは初めての体験で楽しかった、１日で
も長く育てたいと、自分の「ディッシュガーデン」をみな
さん大事そうに持ち帰られました。１年後も皆さんの癒し
になっているといいですね。
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プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、友の会会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う

～
11
月
14
日
は
「
あ
り
が
と
う
デ
ー
」
～

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男

女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し

て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
画
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
、
男
女
が
均
等
に

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文

化
的
利
益
を
受
け
入
れ
自
分
の
も
の

に
し
、共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」

で
す
。

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
基
本
計
画
が

平
成
22
年
３
月
に
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
と

な
っ
て
お
り
、
市
で
は
来
年
度
か
ら

の
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た

り
、
審
議
会
を
組
織
し
、
市
民
の
意

識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

男
女
が
共
に
参
画
し
、
多
様
な
生

き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
づ
く
り
を

目
指
す
に
は
、
仕
事
と
家
庭
・
地
域

生
活
が
両
立
す
る
環
境
づ
く
り
が
大

切
で
す
。

　

男
女
を
問
わ
ず
、
仕
事
と
家
庭
・

地
域
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
実
現
で
き
る
よ

う
、
子
育
て
や
介
護
の
支
援
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
所
・
団
体

な
ど
と
連
携
し
、
社
会
的
機
運
の
醸

成
や
働
き
方
の
見
直
し
な
ど
の
環
境

整
備
、
特
に
男
性
の
働
く
環
境
づ
く

り
が
急
が
れ
ま
す
。

女性のための相談室
○とき　11月19日（水）　13：30 ～ 16：30
○ところ　神埼市役所千代田支所　２階会議室

◎問い合わせ
　神埼市男女共同参画推進ネットワーク
　髙栁　☎52-4709
　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　みんなで共同して進めるまちづくりを、市民と行
政が協働して取り組んでいる多久市の視察研修を行
います。皆さんの参加をお待ちしています。
○とき　11月21日（金）
○集合場所　神埼町保健センター前　午前９時出発
○視察先　東原庠舎（多久市）
○参加費　無料　※昼食代等は参加者負担
○申込締切日　11月10日（月）
◎申込・問い合わせ
　神埼市男女共同参画推進ネットワーク
　廣瀧（神埼町）　　☎52-2508
　吉井（千代田町）　☎44-5439
　山邊（脊振町）　　☎59-2844
　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、11
月
14
日
を
「
あ

り
が
と
う
デ
ー
」と
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の「
あ
り
が
と
う
」に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
、
今
一
番
「
あ
り
が
と
う
」
を
伝
え
た
い
人
に
贈
り
ま
せ

ん
か
。
多
く
の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格　

神
埼
市
在
住
の
方

○
応
募
方
法　

用
紙
自
由（
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、封
書
）字
数
は
40
字
程
度

○
応
募
締
切
日　

11
月
30
日
（
日
）

※
入
賞
作
品
は
、
市
報
２
月
号
で
発
表
、
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
２
‐
０
０
０
３　

神
埼
市
千
代
田
町
境
原
２
８
２
‐
１
２

　

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

担
当  

佐
藤 

☎
４
４
‐
２
９
２
５

　

市
長
公
室　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

　

男
女
共
同
参
画
と
は
⋮

先進地視察研修のご案内
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各課からのお知らせ

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に

～
救
急
の
日
記
念
式
典
講
演
よ
り
～

①
―
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
肺
蘇
生
法
の
重
要
性

　
神
埼
市
郡
医
師
会
長
（
福
嶋
内
科
医
院
）
福
嶋
和
文 

先
生

②
ア
レ
ル
ギ
ー
と

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

　
神
埼
市
郡
医
師
会
理
事
　
　
　
　

（
南
医
院
）
南
　
泰
三 

先
生

③「
肺
炎
に
つ
い
て
」―
高
齢
者
肺
炎
を
中
心
に
―

　
神
埼
市
郡
医
師
会
理
事
（
最
所
医
院
）　
　
　
　
　

　
　
　
最
所
　
正
純 

先
生

　

我
が
国
で
は
、
年
間
７
万
人
以
上

の
方
が
、
心
血
管
系
疾
患
で
突
然

死
し
て
お
り
、
そ
の
内
７
割
以
上
は

自
宅
で
起
こ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
緊
急
事
態

が
発
生
し
て
も
、
素
早
く
心
肺
蘇
生

法
（
胸
骨
圧
迫
・
人
工
呼
吸
・
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
に
対
応
出
来
る
よ
う
に
、
日
頃

か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
救
急
隊
到
着
ま
で
の
空
白
の

時
間
に
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が

心
肺
蘇
生
法
を
迅
速
に
開
始
す
る
か

ど
う
か
が
、
傷
病
者
の
救
命
率
と
社

会
復
帰
率
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

１
．
意
識
と
呼
吸
の
確
認

　

呼
び
か
け
に
反
応
が
無
け
れ
ば
意

識
が
無
い
と
判
断
し
、
１
１
９
番
へ

の
通
報
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
手
配
し
ま
す
。

見
た
範
囲
で
規
則
的
で
正
常
な
呼
吸

を
し
て
い
る
か
を
、
10
秒
以
内
に
確

認
し
ま
す
。
な
け
れ
ば
心
肺
停
止
で

す
。
直
ち
に
心
肺
蘇
生
を
開
始
し
て

く
だ
さ
い
。

２
．
胸
骨
圧
迫（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

　

胸
骨
圧
迫
は
、
動
か
な
い
心
臓
に

代
わ
っ
て
全
身
の
臓
器
に
血
液
（
酸

素
）
を
送
り
、
臓
器
が
酸
素
不
足
で
機

能
不
全
に
陥
る
の
を
防
ぐ
、
最
も
重
要

な
救
命
処
置
で
す
。
胸
の
真
ん
中
に
手

の
付
け
根
を
置
き
両
手
を
重
ね
て
、
肘

を
真
っ
直
ぐ
伸
ば
し
、
強
く
、
速
く
、

絶
え
間
な
く
繰
り
返
し
ま
す
。
途
中
で

中
止
す
る
と
生
存
率
は
そ
の
分
低
下

し
ま
す
の
で
、
救
急
隊
到
着
ま
で
継
続

す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
人
工

呼
吸
は
、
自
信
の
な
い
救
助
者
は
実

施
し
な
く
て
構
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

小
児
や
幼
児
の
心
肺
停
止
と
溺
水
の

場
合
は
人
工
呼
吸
を
優
先
し
ま
す
。

３
．Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
停
止
の
原
因
と

な
っ
た
心
室
細
動
と
い
う
不
整
脈
を

電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
治
療
す
る
機
械
で

す
。
電
源
を
入
れ
る
と
機
械
か
ら
自

動
的
に
手
順
の
説
明
が
始
ま
り
ま
す

の
で
、
後
は
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て
操
作
を
す
る
の
み
で
す
。

　

平
成
24
年
12
月
に
東
京
都
調
布
市
の
小
学

校
で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
女
の
子

が
、
即
時
型
ア
レ
ル
ギ
ー
で
最
も
重
篤
な
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
症
状
と
し
て
は
、
鼻
水
、
咳
・

喘ぜ
ん

息そ
く

等
の
呼
吸
器
症
状
、
腹
痛
・
嘔
吐
等
の
消

化
器
症
状
が
あ
り
、
さ
ら
に
血
圧
低
下
、
意
識

消
失
等
の
全
身
症
状
へ
悪
化
し
死
亡
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
原
因
と
し
て
は
、
食

物
が
35
％
、
薬
物
が
20
％
、
蜂
毒
が
20
％
、
ま

た
運
動
も
５
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
は
年
々
増
加
し
、

佐
賀
県
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
生
徒
は
、
こ
の

10
年
間
に
小
学
生
で
１
・
４
倍
、
中
学
生
で
２
・

５
倍
に
増
え
て
お
り
、
薬
物
・
蜂
毒
だ
け
で
な

く
食
物
に
よ
る
死
亡
事
故
が
起
き
な
い
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

　

死
亡
事
故
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
補
助
治

療
薬
で
自
己
注
射
薬
の
エ
ピ
ペ
ン
注
射
が
有
用

で
あ
る
の
で
、ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
既
往
者
、

ア
レ
ル
ギ
ー
素
因
を
持
つ
小
さ
な
お
子
さ
ん
の

保
護
者
の
方
な
ど
は
、
常
に
エ
ピ
ペ
ン
を
携
行

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
日
頃

か
ら
エ
ピ
ペ
ン
注
射
の
タ
イ
ミ
ン
グ
・
使
用
方

法
を
会
得
さ
れ
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
起

こ
っ
た
時
に
は
、
躊
躇
せ
ず
注
射
す
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。

　

平
成
23
年
か
ら
、
肺
炎
が
死
因
別
死
亡
率
の
３
位
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
肺
炎
で
亡
く
な
っ
た
方
の
96
％
以
上
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
の
方
は
、
肺
炎
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

自
分
で
で
き
る
予
防
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
．
細
菌
性
肺
炎
（
市
中
肺
炎
）

　
　

肺
炎
の
原
因
菌
の
中
で
、最
も
重
要
な
菌
が
肺
炎
球
菌
で
す
。

　
　

肺
炎
球
菌
は
、
主
に
肺
炎
・
気
管
支
炎
な
ど
の
原
因
菌
で
す

が
、
免
疫
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢
者
に
と
っ
て
は
重
篤
な
疾

患
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
疾
患
の
予
防
の
た
め
、

乳
幼
児
や
高
齢
者
に
対
し
て
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎

　
　

高
齢
に
な
る
と
物
を
飲
み
込
む
時
に
、
む
せ
た
り
咳
込
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
口
腔
内
容
物
（
だ
液
・
胃
液
・
飲

食
物
）
を
誤
っ
て
気
道
内
に
飲
み
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
誤

嚥
し
た
口
腔
内
容
物
そ
の
も
の
や
、
そ
れ
に
付
着
し
て
い
る
細

菌
に
よ
っ
て
肺
炎
に
な
り
ま
す
。

　
　

食
事
の
内
容
、
食
後
や
就
寝
時
の
姿
勢
な
ど
を
工
夫
し
て
誤

嚥
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

３
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
肺
炎

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
感
染
す
る
と
、
気
道
・

肺
の
細
胞
が
傷
害
さ
れ
細
菌
が
肺
に
侵
入
し
や
す
く
な
り
、
ま

た
全
身
の
免
疫
細
胞
機
能
が
弱
ま
り
免
疫
力
が
低
下
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
、
細
菌
感
染
が
起
き
る
と
肺
炎
に
な
る
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
、
肺
炎
予
防
に
か
な
り
有
効
で
す
。
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　つまみ食い講座は５人集まれば開講（成立）します。神埼市の人材バンクボランティア
講師による受講料無料（材料費のみ実費）の体験講座です。あなたの世界を広げてみませんか？
申し込み締め切り　講座１・２・３は11月17日（月）　講座４・５は10日前まで
◎申込・問い合わせ　神埼市中央公民館　☎53-2325　FAX53-4940
◎脊振公民館、千代田支所社会教育課窓口でも受け付けます。

　申込者多数の場合は、抽選により受講者を決定します。成立した講座の申込者には、改めてはがきで準備物など
をお知らせします。抽選漏れの場合と、残念ながら講座が成立しなかった場合は、電話でご連絡いたします。

講　座　名
（講　師）

内　　容
（実　費）

対象
人数

開催予定
日時・場所

1
文化箏

ごと

（ミニ箏
ごと

）
「箏遊会」会主
（古賀 真理子）

普通の箏の半分（85㎝で３kg）の楽器で、箏
と同じ音色を楽しめます。机に置いて演奏で
き、楽譜は数字で書かれていますので誰でも
楽しめます。楽器は貸してもらえます。（無料）

成人男女
10人程度

２回

11月19日（水）
12月３日（水）
13時30分～ 15時
はんぎーホール　　
研修室２

2

脊振の
さしみこんにゃく

（森﨑 三善）

脊振のやわらかくておいしいさしみこんにゃ
くを作りましょう。失敗しない決め手となる
アク水の作り方も伝授してもらいます。準備：
調理用ゴム手袋、エプロン（300円）

成人男女
15人程度

1回

11月22日（土）
９時～ 13時
脊振公民館　調理室

3

子どもが作る 　　　
「弁当の日」

栄養士
（田中 恵美子）

自分で献立を考えて作る「弁当の日」。料理
の材料は持ち込んで自分の作りたいお弁当を
完成させます。全国的に注目される「弁当の
日」の取り組みを先取り。コンテストではあ
りません。子どもに生きる力を！（200円）

小学３年
生以上　
15人程度

１回

11月29日（土）
13時～ 16時
千代田町保健セン
ター　調理室

4
旅の英会話

ラボ・チューター
（島村 芙美子）

「大人のための今さら英会話」に続く第２弾。
旅先で役に立つ英会話を練習しましょう。税
関での応答や値切り方まで、楽しく!!　（無料）

成人男女
何人でも

１回

12月４日（木）
10時～ 12時
脊振公民館小会議室

5
お正月いけばな

竹の会
（米倉 昌子）

前回大好評。松と菊を中心に、お正月の床の
間に飾れる豪華で品のあるいけばなを教えて
いただきます。準備：花器、剣山、鋏（3,000円）

成人男女
10人程度

１回

12月27日（土）
13時～ 15時
中央公園体育館会議
室

キリトリ線

☆申込書　　脊振公民館・神埼市中央公民館・千代田支所社会教育課へ
講　座　名 名　　前 住　　　所 電　　話

☆提案します
わたしは、こんな講座ができる。（講座名　　　　　　　　お名前　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　　　）
こんな講座を企画してほしい。（講座名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

佐賀県民カレッジ
対象講座

つまみ食い講座つまみ食い講座
第22弾！
11月～
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～ 11月の「野菜の日」～

◆８日（土）9：00 ～
　 「岩田のみかん」をプレゼント
　（先着50人）
◆18日（火）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着60人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
○手作りお惣菜販売中！
○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店販売しています。
※九年庵公開期間中の19日（水）は営業します。

旬の秋野菜
販売中！

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 17：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 17：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

菱の里ちよだ
９：00 ～ 16：00

（営業日：木・金・土曜日）

菱の里ちよだ　☎44-6092
千代田支所　農政水産課分室
☎44-2198

高取山公園「わんぱく館」

水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催
11月12日（水）

13：30 ～ 15：00
○１階東側ギャラリー

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、どうぞお気軽においでください。

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

11月５日（水）
～ 12月３日（水）
○２階ギャラリー

絵手紙の展示 ― 水車の里
絵手紙グループ

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆休館日　　毎週火曜日

夜の市長室 どんなことでも構いません。
皆さまの声をお聞かせください！

　10月の神埼市役所開催分には、５組５人が来庁されました。

◎問い合わせ
　神埼市役所　市長公室　☎37-0088

　○今後の予定

と　き と こ ろ
11月５日（水） 千代田支所
12月２日（火） 脊振支所

　18：00～20：00（１組30分程度）
　※11月は日程が不規則です。

※当日は、来庁順で受け付けを行い
ます。

※お住まいの地区に関係なくお越し
いただけます。

市長交際費の公表
（平成26年７月～９月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 2 25,000
御　祝 37 118,000
激　励 3 11,000
会　費 0 0
見舞い 0 0
その他 2 15,942

計 44 169,942

　脊振特産品の干し柿作りイベント
を下記のとおり行います。

○とき　11月24日（月・祝）
　　　　10:00 ～ 12:00
○料金　1,300円（柿４kg代のみ）
※一人または一家族一縄。
※作業のしやすい服装、軍手をご用

意下さい。
○定員　30人（組）
　　　　（定員になり次第締切）
○受付時間　9:00 ～ 16:00
　11月10日(月）予約開始

◎問い合わせ
　わんぱく館　☎51－9020

「干し柿作り体験イベント」
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日 催　　物 開演 入場料 主　　催

11月1日 土 教育の日    
講師：昭和女子大・学長　坂東眞理子氏 13:30 無料

※要整理券
神埼市教育の日実行委員会
☎44-2384

11月2日 日 馬場歌謡教室　響の会
カラオケ発表会 9:30 無料 響の会

馬場☎090-5288-0570

11月9日 日 第8回神埼市子ども音楽の集い 9:30 無料 子ども音楽の集い実行委員会                 
☎44-2731　　　　　　

11月18日 火 年末調整説明会（源泉徴収義務者） 13:30 無料 鳥栖税務署☎0942-82-3563

11月20日 木 いきいき大学 10:00 年会費1,000円 
会員

神埼市教育委員会(社会教育係）
☎53-2325

11月23日 日 神埼日本伝統文化の響宴
ゲスト「唐津・人形浄瑠璃」 11:00 1,000円 日本伝統文化の会

小林　☎52-3059

11月29日 土 神埼市制８周年記念
第30回音楽の夕べ 18:00 一般1,000円 

高校生以下500円
神埼音楽愛好会
木原　☎52-2423

※催物の内容については、主催者にお問い合わせください。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

と  き ところ テーマ 講　師

11月20日（木） 千代田文化会館
はんぎーホール 伊東玄朴のめざした道 （前）佐賀大学地域学歴史研究センター長

　青木　歳幸さん　

〈受付〉９：30～　〈講義〉10：00～11：30
※マイクロバスは脊振支所前を午前９時、農協会館前を午前９時３０分に出発です。ご利用の方は遅れないようにご

集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館仮事務所（旧土木事務所１階）、千代田支所社会教育課で、教材費を添えてお申し
込みください（平日17時15分まで）。講座日の受付でも手続きできます。　【教材費】年間 1,000円
◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎53-2325

神埼市中央公民館

　９月13日に脊振公民館において土曜の夜のミュージッ
クタイムを開催しました。
　今回は初めての試みで、２つのグループ（マムマムマ
ミー、オカルテット）に出演をしていただきました。
　優しい音色のオカリナと力強いサックス。それぞれす
てきな演奏に子どもから大人まで来場された皆さんが聴
き入っていました。
　童謡やアニメ、演歌などの演奏が始まると、音楽に合
わせて歌ったり、手拍子をしたりして会場全体が音楽を通
してひとつになりました。

◎問い合わせ　神埼市中央公民館　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

♪次回は２月に開催する予定です。親子で、ご家族で、
また、お友達とお誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください！ （入場無料）！（入場無料） ▲マムマムマミー

▼オカルテット▼オカルテット
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　「うちどく（家読）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみませ
んか。これが「うちどく（家読）」です。
　神埼市立図書館には、うちどくオススメの本がありますよ。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館（仮設）
（旧神埼土木事務所１階）

9：00 ～
18：00

祝日【3日(月)、24日(月)】
火曜日

神埼市立図書館
神埼市中央公民館
☎53-2325

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階）

祝日【3日(月)、23日(日)、24日(月)】
土・日曜日

社会教育課　社会教育係
☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階）

祝日【3日(月)、23日(日)、24日(月)】
日曜日 脊振分館　☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

「ソーシャル・ウーマン」
 坂東　眞理子/作

「ひみつのたから
　　　　チョコラーテ」 
 平山　暉彦/作　福音館書店

　社会との関わり、居場所を持ち、
貢献することの大切さを教えてくれ
ます。

　ふるさと納税で購入した本で
す。身近なお菓子の歴史を探っ
てみませんか？

11月のおすすめの本 

「ふるさと納税」ありがとうございました

～おはなし会～
出演　おはなし宝箱
○とき　11月22日（土）午後２時～
○ところ　神埼市立図書館（仮設）
◎問い合わせ　神埼市立図書館（仮設）
　　　　　　　☎53-2325

▼一般書
書名 著者名 出版社

1 村上海賊の娘 和田　　竜 新潮社
2 女のいない男たち 村上　春樹 文藝春秋
3 紅けむり 山本　一力 双葉社
4 約束の海 山崎　豊子 新潮社
5 アンを抱きしめて わたせせいぞう NHK出版
6 花子とアンへの道 村岡　恵理 新潮社
7 空蝉ノ念 佐伯　泰英 双葉社
8 フェイバリット・ワン 林　真理子 集英社
9 日本橋本石町やさぐれ長屋 宇江佐真理 講談社
10 白ゆき姫殺人事件 湊　かなえ 集英社

▼児童書
書名 著者名 出版社

1 天までとどけ 吉田絃二郎 神埼町教育委員会
2 サバイバルシリーズ 朝日新聞出版

3 ちきゅうがウンチだらけになら
ないわけ 松岡たつひで 福音館書店

4 サイレンカー 小賀野　実 ポプラ社

5 んふんふなめこ絵本 Beeworks/
監修 岩崎書店

6 かぐや姫の物語 高畑勲/原案 徳間書店
7 カブトムシ山に帰る 山口　進 汐文社
8 おばけどうぶつえん 吉田　純子 あかね書房

9 名探偵コナン理科ファイル太陽
と月の秘密 青山　剛昌 小学館

10 ひみつの花便り 田村　理江 国土社

～上半期人気図書　ベスト10 ～

※故服巻恂子様のご遺志により、服巻敏彦様から寄贈
　いただきました。
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神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児） ＊11月のママサロン＊
と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

11月

6日（木） 全年齢児 公園で遊ぼう 次郎の森公園
13日（木） 全年齢児 おはなしな～に 神埼町保健センター
18日（火） 0,1歳児 リズム遊び

千代田町保健センター
27日（木）1歳半以上児 おみせやさんごっこ

12月
4日（木） 0,1歳児 元気モリモリ

10日（水） 2歳以上児 リズム遊び

と　き ところ
4日（火）

千代田町保健センター
10日（月）
20日（木）
25日（火）

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談お問
い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　○とき　月～金曜（祝日を除く）　9：00 ～ 16：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎44-4908（神埼市子育て支援センター）

20日（木）のママサロンはママクッキングで
す。今回は塩麹を使った絶品簡単クッキング
に挑戦します。参加ご希望の方は詳細を電話
でお尋ねください。5日より受付開始します。
お子さんは15人まで託児可能です。（要予約）
4日・10日・25日は「一緒に遊ぼう作って楽
しもう」です。

※いずれの企画も10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

６日（木）…次郎の森公園で秋を感じなが
らどんぐりを拾ったり、みんなで戸外で遊
びましょう。現地集合です。（雨天時は千代
田町保健センターで遊びます。）

27日（木）…お店屋さんになったり、
お客さんになったりして遊びます。どん
なお店があるのかな？ママと一緒に上手
にお買い物が出来るかな？

日　時（曜） 内　　　容 場　所

11月14日（金）
10：30 ～ 14：30

ほっとサロン
友だちと待ち合わせたり、実家に立ち寄る感じで、お一人で
もお気軽にどうぞ！
時間のある方は、おにぎりを持参して一緒にお昼ご飯を食べ
ませんか

神埼町保健センター
１階和室

※どの会も参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。
　詳細は、「おむすび11月号」（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。

家庭と学校と地域をギュッと結ぶ　“おむすびチーム”からのお知らせ

◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2731　

☆９月26日、魅力アップ「マナー講座」開催☆

☆学校へのボランティア活動のご紹介☆

講師の谷山先生の所作にうっとり。
マナーとは、「相手に対する思いやりの心、心づかい」
が基本にあることを学びました。

　地域で子どもの育ちを見守る活動の輪が少しずつ広がっています。
　草刈りや家庭科の補助など、年に１回でもご協力いただけませんか。

▲学級園の掘り起こし ▲冬野菜の種まき ▲町たんけん引率補助
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健 康

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

♥神埼市食生活改善推進協議会♥ H26年度　会員数　128人

　食生活改善推進員の愛称は“ヘルスメイト”です。
　「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、バランスのとれた食生活の定着や食育推進、食文化の伝承といった
様々な活動を通して、食を通じた健康づくりのボランティアとして地域に密着した活動を行っています。

　10月８日、食生活改善推進協議会千代田支
部による「男性の料理教室」が開催されました。
27人もの参加があり、皆さん楽しんで料理を
されていました。

　今年度も、健康づくりや生活習慣病の予防を
目的に健康増進課と食生活改善推進協議会が
共同で実施しています。８月から始まったこの
教室も終わりに近づき、受講生の皆さんも仲良
くなられ、楽しんで参加していただいていま
す。

　毎年10月頃から各地区の公民館等に行き、血圧測定や保健師や管理栄養
士による生活習慣病に関する講話、食生活改善推進協議会による食事の提
供をおこなっています。
　今年度も地区巡回料理教室を実施するにあたり、神埼支部・千代田支部・
脊振支部の各支部で会員学習会をおこない、会員の知識の向上と地区巡回
料理教室のスムーズな実施に向けて準備をしています。

　健康づくりのために「減塩」と「野菜あと一皿」を重点テーマとして、地域における健康づくりのリーダー
養成と生活習慣病の予防・健康寿命の延伸を目指します！
　男性の参加も大歓迎です。皆さんお気軽にご参加ください。
✿日時：12月12日（金）　
　　　　９：30 ～　ヘルスメイトによる講話
　　　　11：00 ～　調理実習
✿場所：千代田町保健センター
　　　　※脊振支所・神埼町保健センターより送迎バスが出ます。
✿募集人数：30人（40歳代～ 70歳代の男女）
✿募集期間：11月４日（火）～ 14日（金）　　　　※参加費無料です

＊11月の活動予定＊ ＊男性の料理教室＊

＊さわやか健康教室＊

＊地区巡回料理教室＊

２日（日）脊振森の里文化フェスティバル（活動展示、試食）

４日（火）第６回さわやか健康教室

５日（水）ドリームパーク　だし取り道場

８日（土）元気かんざき市民交流祭　鍋の出店

10日（月）地区巡回料理教室（広滝地区）

12日（水）ドリームパーク　だし取り道場

18日（火）地区巡回料理教室（東鹿路地区）

21日（金）地区巡回料理教室（岩政地区）

25日（火）地区巡回料理教室（平ヶ里地区）

26日（水）第７回さわやか健康教室

されていました。

参加してみませんか??

『ヘルスメイトがTUNAGUパートナーシップ事業』
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こども健康カレンダー（11月１日～ 12月15日）

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医

と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

11月

4日（火） あかちゃん広場 13：15～13：30

神埼町保健センター

1歳未満の乳児

7日（金）
1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成 25年3月～ 4月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満

10日（月） 乳幼児相談  9：30～11：00 0歳～就学前までの乳幼児

12日（水）
3歳児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター

平成23年2月～ 3月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満

19日（水） 3～4か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 平成 26年7月～ 8月生

12月

1日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30 神埼町保健センター 1歳未満の乳児

5日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 千代田町保健センター 0歳～就学前までの乳幼児

8日（月） 乳幼児相談  9：30～11：00 神埼町保健センター 0歳～就学前までの乳幼児

9日（火） リトルわんぱくＫＩＤ’Ｓ  9：30～10：00 脊振公民館 0歳～就学前までの乳幼児

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

11月２日

（日）

小森医院
吉野ヶ里町豆田1254－2
☎52－1136（小・内）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52－2021（内・小・胃）

11月３日

（月・祝）

たけうち小児科医院
神埼町本堀2707-2
☎52－2524（小）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

11月９日

（日）

中尾胃腸科医院
神埼町田道ヶ里2284-1
☎52－3295（外・整外・胃・内）

山田こどもクリニック
神埼町田道ヶ里2394-1
☎55－6566（小）

11月16日

（日）

和田医院
千代田町嘉納1319－18
☎44－2046（内・小）

中下医院
千代田町餘江128
☎44－2488（内）　

11月23日

（日）

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町吉田2925－1
☎51-1110（内・胃）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53－1818（内・胃・呼）

11月24日

（月・祝）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216－１
☎52－3145（外・整外・胃）

和田記念病院
神埼町尾崎3780
☎52－5521（内・胃・小）

11月30日

（日）

松本医院
吉野ヶ里町三津751－9
☎52－4185（内・小）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1
☎52－2977（内）

12月７日

（日）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826－3
☎52－2452（内・胃・呼）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

12月14日

（日）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀2504－1
☎52-1525（内）　

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

☆フッ化物塗布のご予約は、千代田町保健
　センターまでお願いします。

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

かるがもランド
～山の音楽家Shana Xmas演奏会～

○と　き　12月16日（火）10：15 ～ 11：30
○ところ　神埼町保健センター
○内　容　オカリナ演奏会
　　　　　（脊振町の音楽家Shanaさん）
○主　催　神埼市母子保健推進協議会

　就学前までのお子様と保護者が対象です。
　マタニティさんもどうぞ。おなかの赤ちゃんとす
てきな音楽を楽しみましょう。
　ティータイムもあります♪
※予約不要、参加費無料です。

◎問い合わせ
　健康増進課　母子保健係
☎51-1234



28市報かんざき 2014.11月号

● 

募　

集 

●

晩
秋
の
「
九
年
庵
」
特
別
公
開
と

王
仁
神
社
お
ふ
る
ま
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

サ
ポ
ー
テ
ィ
ア
事
業
（
介
護
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
）

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

税

務

課
　

臨

時

職

員

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

有
料
広
告

有
料
広
告

　

晩
秋
の
「
九
年
庵
」
の
特
別
公

開
、
竹
原
地
区
で
の
湯
茶
接
待
な
ど

楽
し
み
い
っ
ぱ
い
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
す
。

○
と
　
き　

11
月
29
日
（
土
）

○
コ
ー
ス　
（
12
㎞
）

　

神
埼
駅
～
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
～

竹
原
王
仁
神
社
～
九
年
庵
～
仁
比

山
神
社
～
白
角
折
神
社
～
神
埼
駅

○
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時

○
受
付
場
所　
Ｊ
Ｒ
神
埼
駅　

北
口

○
参
加
料　

無
料

※
九
年
庵
へ
の
入
園
に
は
、
美
化
協

力
金
（
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

問

神
埼
市
観
光
協
会

　
（
神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課
内
）

　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

○
業
務
内
容

　

税
務
課
事
務
補
助
及
び
確
定
申
告

事
務
補
助

○
募
集
人
員　

３
人

○
雇
用
期
間

　

平
成
27
年
１
月
中
旬
～

　
　
　
　
　
　

３
月
下
旬

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

○
賃
金　

日
額
６
，２
０
０
円

○
応
募
資
格

　

神
埼
市
在
住
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
で
き
る
方

○
勤
務
条
件　

　

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
あ
り

○
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①
市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
添
付
）

②
官
製
ハ
ガ
キ
（
返
信
先
記
入
）

○
受
付
期
間

　

11
月
４
日
（
火
）
～
14
日
（
金
）

※
持
参
の
場
合
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日

を
除
く
）。
郵
送
の
場
合
、
11
月

14
日
（
金
）
消
印
有
効
。

○
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

※
面
接
日
は
、
後
日
ハ
ガ
キ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

申

・
問

神
埼
市
役
所　

税
務
課

　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　

〒
８
４
２
‐
８
６
０
１

　

神
埼
市
神
埼
町
神
埼
４
１
０
番
地

○
対
象
者

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
管
内
（
佐
賀

市
、
多
久
市
、
小
城
市
、
神
埼
市
、

吉
野
ヶ
里
町
）
の
介
護
保
険
第
１

号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）

※
た
だ
し
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方

○
活
動
内
容

　

登
録
受
入
機
関
（
介
護
保
険
施
設

等
）
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

お
手
伝
い
や
話
し
相
手
な
ど

○
サ
ポ
ー
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

　

１
時
間
当
た
り
１
０
０
ポ
イ
ン

ト
（
１
０
０
円
）
貯
ま
っ
た
ポ
イ

ン
ト
は
、
年
間
５
，
０
０
０
円
を

上
限
に
換
金
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
参
加
方
法

　

登
録
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

※
募
集
チ
ラ
シ
や
申
請
書
は
、
神
埼

市
役
所
高
齢
障
が
い
課
及
び
佐
賀

中
部
広
域
連
合
給
付
課
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

申

・
問

（
公
財
）
佐
賀
県
長
寿
社

会
振
興
財
団
（
佐
賀
県
長
寿
セ
ン

タ
ー
は
れ
ば
れ
内
）

　

☎
３
１
‐
４
１
６
５

○
と
き
　

　

平
成
26
年
12
月
３
日
（
水
）
～

　
　
　

平
成
27
年
４
月
８
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

毎
週
水
曜
日
（
全
17
回
）

○
と
こ
ろ

　

佐
賀
県
聴
覚
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

○
受
講
料　

無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

・
手
書
き
コ
ー
ス
…
消
耗
品
（
ロ
ー

ル
）
６
０
０
円
を
ご
負
担
く
だ
さ

い
。

・
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
…W

indow
s

７
以
上
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切　

11
月
25
日
（
火
）

申
・
問

佐
賀
県
聴
覚
障
害
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
０
‐
７
７
０
０
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司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度

　
　
　
　
　
　

入

門

講

座

ご
参
加
く
だ
さ
い　
　
　
　

　
　
　

神
埼
市
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

い
つ
で
も
安
心
・
安
全
な　

　
　
　

水
道
水
の
ご
利
用
を

三
神
地
区
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

で
の
肥
料
販
売
休
止

佐
賀
県
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー「
く
す
の

み
園
」
平
成
27
年
度
入
園
希
望
者

神
埼
歩
こ
う
会　

会
員

菊

花

展

開

催

子
育
て
サ
ロ
ン『
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
』

年

末

調

整

説

明

会

● 

お
知
ら
せ 

●

有
料
広
告

有
料
広
告

　

発
達
の
遅
れ
や
集
団
生
活
に
不
安

の
あ
る
自
立
歩
行
可
能
な
在
宅
の
幼

児
を
対
象
に
、
日
々
通
園
の
集
団
で

の
療
育
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
年
齢　

２
歳
～
６
歳
未
満

○
予
定
人
員　

10
人
程
度

○
受
付
期
間　

　

12
月
12
日
（
金
）
ま
で

申
・
問

佐
賀
県
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
２
‐
２
１
３
１

　

毎
月
１
回
市
内
・
外
で
10
㎞
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
左
記
の
日
程

で
行
わ
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
例
会
に

参
加
さ
れ
る
か
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

11
月
17
日
（
月
）

　

午
前
９
時
集
合

○
集
合
場
所　

J
R
神
埼
駅

○
行
き
先　

基
山
大
興
善
寺

※
弁
当
持
参
、雨
天
時
は
原
則
中
止
。

○
年
会
費　

１
，
５
０
０
円

問

江
頭　

☎
５
２
‐
３
８
６
６

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

○
日
時　

12
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

○
会
場　

佐
賀
市
民
会
館

　
「
第
１
会
議
室
」

○
申
込
方
法　

電
話
に
よ
る
受
付

○
定
員　

50
人

○
受
講
料　

無
料

○
講
座
内
容

①
「
成
年
後
見
人
っ
て
、何
だ
ろ
う
」

②
「
福
祉
の
現
場
か
ら
見
た
成
年
後

見
」

③
「
後
見
制
度
の
上
手
な
活
用
法
」

※
都
合
に
よ
り
、
講
座
内
容
が
変
更

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
当
日
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

を
行
い
ま
す
。

問

（
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
佐
賀
支
部

　

☎
２
９
‐
０
６
２
６

○
と
き　

12
月
５
日
（
金
）

　

午
後
１
時
半
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ

　

神
埼
市
役
所
３
‐
３
会
議
室

○
講
演

　
「
知
っ
て
得
す
る
介
護
保
険
の
は

な
し
」

○
講
師　

佐
賀
中
部
広
域
連
合

問

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

三
神
地
区
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
で
は
、
野
菜
な
ど
の
栽
培
用
に

適
し
た
肥
料
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、

施
設
の
定
期
整
備
の
た
め
12
月
は
肥

料
の
製
造
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
販

売
を
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
月
以
降
は
通
常
通
り
販
売
し
ま
す
。

問

三
神
地
区
環
境
事
務
組
合
事
務
局

　

☎
３
４
‐
６
５
５
５

○
と
き
　

　

11
月
８
日
（
土
）
～
10
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
10
日
（
月
）
は
午
前
10
時
ま
で

○
と
こ
ろ
　

　

神
埼
市
役
所
東
側
車
庫
内

問

神
埼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

神
埼
支
部
事
務
局

　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

○
と
き
・
内
容

【
11
月
】（
毎
週
月
曜
日
開
催
）

・
10
日　

園
庭
開
放
日

・
17
日　

幼
稚
園
た
ん
け
ん
！

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

※
予
約
不
要
。
時
間
内
は
随
時
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問

大
立
園
幼
稚
園
・
子
ど
も
の
家
保

育
園　

☎
４
４
‐
３
１
４
４

○
対
象
者
　

　

神
埼
市
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者

○
と
き　

11
月
18
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

○
場
所　

千
代
田
文
化
会
館

　
　
　
　
「
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
」

※
年
末
調
整
関
係
書
類
（
案
内
状
同

封
）を
事
前
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
出
席
の
際
は
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問

鳥
栖
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　

☎
０
９
４
２
‐
８
２
‐
３
５
６
３

　

佐
賀
東
部
水
道
企
業
団
で
は
、市
・

町
と
一
体
と
な
り
水
道
の
普
及
・
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
水
道
を

利
用
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
に
訪
問

し
チ
ラ
シ
配
布
を
行
い
ま
す
。

○
訪
問
期
間

　

11
月
25
日
（
火
）
～
28
日
（
金
）

○
対
象
世
帯　

　

宅
地
ま
で
水
道
の
給
水
工
事
が
済

み
未
加
入
の
世
帯

※
訪
問
す
る
職
員
は
職
員
証
を
携
行

し
て
い
ま
す

問

佐
賀
東
部
水
道
企
業
団　

　

工
務
２
課　

☎
３
０
‐
６
２
０
２
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発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場

自衛官候補生 18歳以上27歳未満の者
（学歴不問） 男 随時 鳥栖地域事務所までお問い

合わせください 目達原駐屯地

高等工科学校
（推薦） 中卒（見込含）～17歳未満 男 平成26年11月１日（土）～

12月５日（金）
平成27年１月10日（土）～
12日（月）の内１日

鳥栖地域事務所までお
問い合わせください

高等工科学校
（一般） 中卒（見込含）～17歳未満 男 平成26年11月１日（土）～

平成27年１月９日（金）
１次：平成27年１月24日（土）
２次：平成27年２月７日（土）

１次：佐賀ＪＡ会館・
神埼中央公園体育館
２次：目達原駐屯地

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37-0088自衛官募集案内自衛官募集案内自衛官募集案内

● 

相　

談 

●

　

融
資
の
申
し
込
み
に
関
す
る
相
談

は
も
ち
ろ
ん
、
ご
返
済
の
見
直
し
や

経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

11
月
17
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
　
　
　
　
（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問
佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２

災
害
時
に
「
断
水
情
報
」
を　

　
　
　
　
　

配

信

し

ま

す

聴
覚
障
害
者
（
ろ
う
あ
者
）
巡
回

相
談
︱
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
︱

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権　
　
　

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

11
月
17
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０

　

佐
賀
東
部
水
道
企
業
団
で
は
、「
断

水
情
報
」
を
「
佐
賀
県
防
災
ネ
ッ
ト

あ
ん
あ
ん
」
を
通
じ
て
、
配
信
し
て

い
ま
す
。

　

災
害
や
事
故
の
発
生
に
よ
る
断
水

等
が
生
じ
た
場
合
に
、
住
民
生
活
に

欠
か
せ
な
い
水
道
に
つ
い
て
の
正
確

な
情
報
を
配
信
す
る
こ
と
が
、
佐
賀

県
東
部
水
道
企
業
団
の
給
水
区
域
内

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
の
安
心
・
安

全
の
確
保
の
助
け
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

【
配
信
情
報
】（
工
事
等
の
計
画
的
な

断
水
は
除
く
）

・
地
震
や
管
路
事
故
に
よ
る
大
規
模

断
水
の
情
報

・
水
質
汚
染
等
に
よ
る
水
道
供
給
停

止
の
情
報

・
配
信
し
た
断
水
情
報
の
復
旧
状
況

や
断
水
解
除
の
情
報

【
給
水
区
域
・
配
信
区
域
】

・
佐
賀
市
（
川
副
町
・
東
与
賀
町
）

・
神
埼
市
（
神
埼
町
・
千
代
田
町
）

・
吉
野
ヶ
里
町　

・
基
山
町

・
上
峰
町　
　
　

・
み
や
き
町

※
「
防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ
ん
」
に
利

用
登
録
さ
れ
た
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
に
配
信
し
ま
す
。携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
か

ら
佐
賀
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
佐
賀
東
部
水
道
企
業
団　

総
務
課

　

☎
３
０
‐
６
１
５
１

○
と
き　

11
月
13
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者

　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
で
農
業
を

始
め
た
い
方

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申

・
問

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区　

園
芸
課

　

☎
５
３
‐
３
７
６
７

　

佐
賀
県
聴
覚
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
、
聴
覚
に
障
害
を
持
つ

方
の
悩
み
や
い
ろ
い
ろ
な
問
題
な
ど

に
つ
い
て
専
門
的
に
相
談
を
受
け
、

支
援
で
き
る
相
談
員
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
じ
障
害
（
ろ
う
あ
）
を
持
つ
相

談
員
に
よ
る
相
談
受
付
で
す
。
日
頃

の
悩
み
や
問
題
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

○
と
き
　
11
月
14
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
役
所

　

１
‐
１
会
議
室

　

Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
と
き

　

11
月
17
日
（
月
）
～
23
日
（
日
）

○
開
設
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

○
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

問

佐
賀
地
方
法
務
局

　

☎
２
６
‐
２
１
４
８

問

佐
賀
県
聴
覚
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

　

☎
４
０
‐
７
７
０
０
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談行政・人権相談

家庭児童相談・母子自立支援相談

消費生活相談

まずは法テラスへ

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等電話相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

11月
7日（金） 10：00～12：00 神埼市役所 １－１会議室

14日（金） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室

12月
5日（金）

10：00～12：00
神埼市役所 １－１会議室

12日（金） 千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

11月
11日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
14日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
17日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 １－１会議室

12月
9日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室

12日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
15日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 １－１会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど
◎問い合わせ　市長公室　　　秘書広報係（本庁） 　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　　☎59-2111

○と　き　11月20日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　１－１会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　11月17日（月）まで
◎問い合わせ
　神埼市役所　市長公室　☎37-0088

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽にご
相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　法テラスは、法的トラブルをかかえた方々に、解決への
きっかけとなる情報やサービスを提供しています。
※収入・資産が一定基準以下の方が対象です。
◎問い合わせ　法テラス佐賀　☎050－3383－5510

と　き　 ところ・問い合わせ

毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　11月14日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　千代田町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　11月１日（土）、20日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　11月15日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

○と　き　　11月20日（木）　13：30 ～ 16：30
○ところ　　脊振町高齢者生活福祉センター
○受　付　　11月17日（月）まで　　※要予約
○定　員　　６人（１人30分）
◎問い合わせ
　神埼市社会福祉協議会　脊振支所　☎59-2227

〇相談日　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　９：00 ～ 12：00、13：00 ～ 17：00
〇弁護士相談
　毎週水曜日　13：00 ～ 16：00（予約制・要相談）
◎問い合わせ
　佐賀県交通事故相談所（佐賀県くらしの安全安心課）
　☎25-7061

弁護士無料法律相談（社会福祉協議会）

交通事故相談
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第
21
回
吉
野
ヶ
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

in
神
埼
市
　
参
加
者
募
集

中
世
の
城
跡
直
鳥
環
濠
集
落
を
舟
と
バ
ル
ー
ン
で
探
検
し
ま
せ
ん
か

～
直
鳥
ク
リ
ー
ク
公
園
ま
つ
り
開
催
～

下
村
湖
人
生
誕
１
３
０
年
を
祝
う

第
４
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

　
　
　
　
　

策
定
委
員
会
発
足

○
と
き

　

平
成
27
年
１
月
25
日
（
日
）

　

受
付　
　

午
前
８
時
30
分
～

　

開
会
式　

午
前
９
時
30
分
～

○
と
こ
ろ

　

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
内
及
び
周
辺

○
種
目

・
２
㎞
ふ
れ
あ
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス 

（
小
学
生
以
上
）

・
４
㎞
コ
ー
ス
（
小
学
生
以
上
）

・
10
㎞
コ
ー
ス
（
高
校
生
以
上
）

○
参
加
料
（
１
人
あ
た
り
）

　

小
・
中
学
生　
　

５
０
０
円

　

高
校
生　
　

１
，０
０
０
円

　

大　

人　
　

２
，０
０
０
円

○
申
込
締
切　

12
月
８
日
（
月
）

　

※
当
日
消
印
有
効

○
申
込
方
法

◆
個
人
の
場
合

　

専
用
の
申
込
書
（
振
込
用
紙
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料
を

添
え
て
最
寄
り
の
郵
便
局
で
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
団
体
の
場
合

　

専
用
の
団
体
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
神
埼
市
体
育
協
会

ま
で
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
専

用
の
申
込
書
（
振
込
用
紙
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

・
申
込
後
の
種
目
変
更
や
参
加
料
の

返
還
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
大
会
当
日
の
参
加
申
込
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
参
加
者
の
氏
名
を
大
会
冊
子
に

　

掲
載
し
ま
す
。

○
そ
の
他

　

閉
会
式
終
了
後
、
参
加
者
全
員
を

対
象
に
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選

会
を
開
催
し
ま
す
。

○
申
込
書
設
置
場
所

・
神
埼
中
央
公
園
体
育
館

・
千
代
田
支
所
社
会
教
育
課

・
脊
振
公
民
館

○
特
別
招
待
選
手

　

東
洋
大
学
陸
上
競
技
部

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

神
埼
市
体
育
協
会
事
務
局

　
（
神
埼
中
央
公
園
体
育
館
）

　

☎
５
２
‐
３
７
５
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
２
‐
３
４
０
２

　

直
鳥
城
跡
を
中
心
と
し
た
ク
リ
ー
ク
公
園
の
歴
史
、
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
、
水
辺
空
間
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
通
じ
て
、
青
少
年
健
全
育
成
や
地
域
住

民
の
絆
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
直
鳥
ク
リ
ー
ク

公
園
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
～
12
時

○
場　

所　

直
鳥
ク
リ
ー
ク
公
園

○
内　

容　

ど
ん
こ
舟
で
の
遊
覧
、
バ
ル
ー
ン

係
留
飛
行
、
芋
掘
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

む
か
し
遊
び
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ　

古
賀　

☎
４
４
‐
５
３
１
１

　

10
月
３
日
、
千
代
田
文
化
会
館
「
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
」
で
下
村
湖
人
の
生

誕
１
３
０
年
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

湖
人
は
、
神
埼
郡
千
歳
村
﨑
村
に
明
治
17
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
70
年
間

の
人
生
の
中
で
、
多
く
の
作
品
を
残
し
、
中
で
も
自
伝
的
小
説
と
し
て
有
名

な
「
次
郎
物
語
」
は
今
日
で
も
家
庭
教
育

の
手
引
き
と
し
て
読
み
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

次
郎
物
語
の
読
書
感
想
文
、
湖
人
生
家

の
ス
ケ
ッ
チ
大
会
の
表
彰
や
千
代
田
東
部

小
学
校
６
年
生
と
参
加
者
全
員
に
よ
る
Ｔ

Ｖ
ド
ラ
マ「
次
郎
物
語
」の
主
題
歌
の
合
唱
、

マ
リ
ン
バ
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
湘
北
短
期
大
学
の
野
口
周
一

教
授
に
よ
る
「
今
な
ぜ
下
村
湖
人
か
」
と

題
し
た
講
演
も
行
わ
れ
、
湖
人
の
生
誕
１

３
０
年
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

神
埼
市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
こ
の
計
画
を
見
直
す
時
期
と
な

り
、
第
４
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

策
定
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
策
定
委
員
会
を
、
10
月
６

日
に
行
い
、
委
員
の
方
々
に
委
嘱
状

を
交
付
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
高
齢
者
を
地
域
全
体

で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
介
護
予
防
、

認
知
症
高
齢
者
に
向
け
た
支
援
策
の

ほ
か
、
佐
賀
中
部
広
域
連
合
が
策
定

す
る
介
護
保
険
事
業
計
画
と
整
合
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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スポーツの秋【結果報告】
ＭＩＹＡＣＨＩクラブ、全国大会ブロック優勝！

野球で日韓の架け橋に･･･

スポーツ日和、秋空のゲートボール大会

豆力士が力いっぱいに

　９月20日から21日にかけて、大阪府で第17回全国ヤングバレーボー
ルクラブ男女優勝大会が開催され、神埼市などの小・中学生が所属する「Ｍ
ＩＹＡＣＨＩバレーボールクラブ」がＵ14女子２部Ｄブロックで優勝し、
宮地菊枝監督（千代田町藤西）と選手が松本市長を表敬訪問しました。
　中学校の部活動と並行して同クラブで練習に励む選手もおり、副キャ
プテンの富﨑有香さん（千代田町下直鳥）は「緊張したけど、優勝で
きてよかった。自信になる」と笑顔で話しました。選手たちの今後の
活躍に期待します。

　10月４日、ソウル市で40代以上の野球好きが集まる
軟式野球チーム「千代田倶楽部」の50歳以上の実年部
と60歳以上の還暦部が同年代の韓国チーム「NO老（の
うろう）野球団」と日韓友好親善野球試合が開催されま
した。
　国は違うけれど野球を楽しむことについては同じであ
り、両チーム和気あいあいとプレーされました。試合後
の交流会においては、友好をさらに深められ、来年は神
埼市で親善試合をしたいと話が盛り上がったそうです。

　９月21日、脊振グラウンドで第９回神埼市ゲートボール
大会が秋空の下、行われました。
　市内の18地区より108人が参加され、数々の接戦が繰り
広げられました。参加者は、秋のすがすがしい陽気を楽しみ
ながらプレーしていました。

【大会結果】
　優勝　鶴西 　　準優勝　駅通り　　３位　東野ヶ里

　10月４日、神埼町の櫛田宮で第９回櫛田宮子ども相撲大会

が開催されました。大会には、幼児から小学校高学年までの

29人が参加し、力いっぱい熱戦を繰り広げました。

　豆力士の奮闘に、観客からも熱い声援が送られました。

【大会結果（優勝者）】（敬称略）
○幼児の部　堤健一郎（神埼幼稚園）　   ○小学４年生の部　家永智大（千代田中部小） ○団体戦低学年の部　神埼クラブＢ
○小学１年生の部　友永光生（神埼クラブ）　○小学５年生の部　古賀小春（佐賀クラブ） ○団体戦高学年の部　神埼クラブＡ
○小学２年生の部　平井萌南（千代田西部小）  ○小学６年生の部　安元鈴駆（神埼クラブ）
○小学３年生の部　龍優仁（佐賀クラブ）

▼鶴西地区
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　|дﾟ )ﾁﾗｯ　こんにちは_(._.)_　
　『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』のおのくみこ☆です
　すでにご存知の通り『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』はラ
ジオを使って神埼市の魅力を沢山の方に伝える事を
目的に、毎週55分間の番組を生で放送しているん
ですが、今年は更により良い番組をつくろう！と、
いくつかの研修に行かせて頂いています(｡ -人-｡ ) 
感謝☆彡
　１局目は、お隣福岡のＦＭ福岡での研修。
　８月19日、朝９時半、ＦＭ福岡に到着するや、夕
方の６時過ぎまでビッチリとＦＭ福岡の番組編成方針
についてや、番組作り、原稿の書き方_〆(・ω・｀ )
ｶｷｶｷ、ラジオドラマの制作、そして先月号でもお話
をしたＵＳＴ（ユーストリーム）やツイキャスなど、
ネットを使っての動画配信の話まで、貴重な講義を
受けるだけでなく、事前にいくつかの宿題も出され、
個人指導もして頂きました(・。・; ｴｰｯﾄｫ…ﾓｺﾞﾓｺﾞ。。
まるまる一日大学の講義並のスケジュールに、私も
スタッフも帰る頃には(；´Д｀)ﾍﾛﾍﾛ… になる位沢
山の事を頭に叩き込んできましたよ＿|￣|○ ｸﾞｯﾀﾘ
　続く９月29日～ 30日の２日間は、東京まで行か
せて頂き、ＦＭ佐賀も加盟している、ジャパンＦＭ
ネットワーク（通称ＪＦＮ）のキーステーションで
ある東京ＦＭでの研修( -`д-´)ｷﾘｯ。こちらもキー
ステーションがどんな方針で番組編成をしているの
か？や、今東京では番組を聴いてもらう為にどん
な事をやっているのか？φ(｀д´)ﾒﾓﾒﾓ…また渋谷
のスペイン坂と東京ミッドタウン内にあるＦＭ東
京の２つのサテライトスタジオの見学☆･: ﾟ *ｵｫヾ
(o´∀｀o)ﾉｫｵ* ﾟ :･☆と、コチラも怒涛の２日間で
した。　またもや＿|￣|○ il||liｸﾞｯﾀﾘ… 
　どちらの研修も大変勉強になる事が多かったので
すが、中には実際に『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』で、す
でに取り組んでいることもあり『やっぱり、今のや
り方は間違っていなかったんだ！』と自信が付いた

事もあったり、逆にこれからの『ＭＹ　DEAR神埼』
の番組を作っていく際に試してみたい事も閃き
(-д☆)ｷﾗｯ、今後のまた新しい『ＭＹ　DEAR神埼』
像が見えて来るなど、私にとっては本当に収穫の多
い研修となりました。(｡ -人-｡ ) 感
謝感謝!!
　さぁ！ワタクシ、おのくみこ☆は
福岡＆東京でどんな事を学び、これ
からそれをどう番組の中で活かして
いくのか？はこれからの『ＭＹ　Ｄ
ＥＡＲ神埼』を
おっ楽しみに～ (b´∀｀)ﾈｯ !!

 と、いつもならここで
終わるのですが、今日は
最後の最後にもう１つだ
け・・・
　実はチーム『ＭＹ　Ｄ
ＥＡＲ神埼』は、10月
20日からはまた１つ大
きな大きな研修が待って
います((o(´∀｀)o))ﾜｸﾜｸﾄﾞｷﾄﾞｷ

がっ !!! そのお話はまた次号のこのコラムにて～
(｡ _ ﾟ )〃ﾄﾞﾃｯ !

ＴＯ ＢＥ ＣＯＮＴＩＮＵＥＤ…
『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』おのくみこ☆

第７回
「～ラジオの事を沢山学び、考えた　
　　　３日間+（0・゚∀・） ｲ～ﾈｯ♪～」

有
料
広
告

有
料
広
告

ゆっくり・しっかり・楽しく学びたい初心者の方へ
月額 10,000円（税別・1レッスン2時間、週1回）
ひとりひとりに合ったご指導をしますので安心です！
パソコンをお持ちでない方も受講できます。
年賀状作成もできます。

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）

0952－52－8110
パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

一人で悩まず、お気軽にご相談下さい
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK・まずはお電話を



郷土の先人たちの志と功績をご存知ですか

神埼の偉人 紹介します ⑬
　神埼郷土研究会が昨年度に出版した「神埼の偉人35」。神埼の名を広め、社会貢献した
偉人たちの功績を市民の皆さんに広く知っていただくため、市報でもご紹介しています。

（掲載文は冊子の文章を参考に再編集したものです）

消
防
活
動
、自
主
防
災
組
織
の
育
成
、日
本
消
防
協
会
副
会
長

佐
賀
県
教
育
界
に
尽
力
、
神
埼
町
議
会
の
議
長
を
務
め
る

水み
ず

田た 

辰た
つ

男お

米よ
ね

倉く
ら 

徳と
く

次じ

明
治
36
年（
１
９
０
３
）〜

　

昭
和
61
年（
１
９
８
６
）

神
埼
郡
三
瀬
村 

生
ま
れ

明
治
37
年（
１
９
０
４
）～

　

昭
和
61
年（
１
９
８
６
）

神
埼
町
一
丁
目 

生
ま
れ

　

辰
男
は
、
四
男
二
女
の
四
男
と
し
て
神
埼
郡
三
瀬
村
の
農
家
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
大
正
８
年
４
月
、
15
歳
で
三
瀬
村
消
防
組
員
を
拝
命
以
来
、

67
年
有
余
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
精
励
し
ま
し
た
。
大
正
13
年
４
月
に

は
神
埼
町
に
移
住
し
、
神
埼
町
消
防
団
長
、
神
埼
郡
消
防
協
会
会
長
な

ど
の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
佐
賀
県
消
防
協
会
会
長
、
消
防
協
会
九
州
協
議
会
会
長
、

日
本
消
防
協
会
副
会
長
の
要
職
を
拝
命
さ
れ
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て

の
消
防
団
の
重
要
性
を
広
く
訴
え
、
消
防
任
務
遂
行
に
各
種
施
策
を
講

ず
る
と
と
も
に
、
婦
人
少
年
を
対
象
と
し
た
「
自
主
防
災
組
織
」
の
育

成
指
導
に
寄
与
し
組
織
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
の
未
然

防
止
は
一
般
住
民
の
協
力
な
く
し
て
は
で
き
な
い
と
、
火
災
予
防
運
動

週
間
の
み
な
ら
ず
平
素
よ
り
警
戒
心
の
昂
揚
・
予
防
を
喚
起
す
る
な
ど
、

防
火
思
想
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　

辰
男
は
、
消
防
活
動
の
傍
ら
、
昭
和
22
年
、
佐
賀
県
議
会
議
員
に
初

当
選
し
、
そ
の
後
連
続
10
期
（
通
算
40
年
）
の
永
き
に
わ
た
っ
て
県
勢

浮
揚
に
活
躍
し
ま
し
た
。

　

確
固
た
る
信
念
と
卓
越
し
た
手
腕
、
壮
健
な
身
体
に
よ
っ
て
、
他
人

の
追
随
を
許
さ
な
い
行
動
力
を
備
え
た
辰
男
の
功
績
は
、
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
59
年
４

月
29
日
「
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
次
は
、
明
治
37
年
、
神
埼
町
一
丁
目
（
五
日
に
市
が
立
つ
五い
つ

日か

町ま
ち

）
で

米
倉
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
神
埼
尋
常
高
等
小
学
校
（
神
埼
小

学
校
）
に
近
所
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
通
い
ま
し
た
。

　

大
正
８
年
、
徳
次
は
教
師
を
養
成
す
る
佐
賀
県
師
範
学
校
に
進
学
し
、
放

課
後
は
剣
道
の
練
習
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
の
腕
前
は
、
皇
室
の
皆
さ
ま

が
ご
臨
席
に
な
る
天
覧
武
道
試
合
に
、
佐
賀
県
の
代
表
選
手
と
し
て
出
場
す

る
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
、
文
学
の
才
能
に
も
人
一
倍
優
れ
て
い
ま
し
た
。

　

徳
次
が
最
初
に
勤
め
た
学
校
は
、
千
歳
尋
常
高
等
小
学
校
（
千
代
田
東
部

小
学
校
）で
、と
て
も
分
か
り
や
す
い
授
業
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、

県
内
小
学
校
の
教
師
や
校
長
を
務
め
ま
し
た
。
徳
次
の
高
潔
な
人
柄
と
抜
群

の
指
導
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、
37
歳
の
若
さ
で
佐
賀
県
視
学
に
任
命
さ
れ
、

県
内
小
学
校
を
巡
回
し
て
学
校
の
指
導
監
督
や
人
事
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
、
地
元
で
も
豊
富
な
経
験
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
上

が
り
、
神
埼
町
議
会
議
員
の
選
挙
で
当
選
し
、
議
員
、
副
議
長
、
議
長
と
し

て
神
埼
町
の
発
展
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

徳
次
は
、
そ
の
時
時
に
お
い
て
誠
実
に
、
精
一
杯
の
努
力
を
重
ね
て
い
く

う
ち
に
、
類
ま
れ
な
る
人
格
と
実
力
を
兼
ね
備
え
た
人
物
と
し
て
周
囲
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
、
様
々
な
分
野
に
人
生
を
展
開
さ
せ
ま
し
た
。「
人
に
優

し
く
、
自
分
に
厳
し
く
」。
徳
次
の
そ
ん
な
生
き
方
は
、
私
た
ち
の
模
範
と

な
る
で
し
ょ
う
。

※
「
神
埼
の
偉
人
35
」
は
市
立
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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有
料
広
告

有
料
広
告

シ
リ
ー
ズ 

９

　

神
埼
市
内
に
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
技
術
の
向
上
や

交
流
の
輪
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
性
的
な
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、子
ど
も
た
ち
が
日
本
の
伝
統
文
化
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
生
け
花
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
教
室
を
紹
介
し
ま
す
。

伝
統
文
化　

い
け
ば
な
脊
振
こ
ど
も
教
室

　

教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
に
生
け
花
の

す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
た
め
、
平
成
18

年
に
文
化
庁
の
委
託
を
受
け
て
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
脊
振
小
学
校

の
児
童
19
人
が
、
廣
瀧
千
鶴
子
さ
ん
を

先
生
と
し
、
ほ
か
に
３
人
の
指
導
者
の

も
と
で
個
性
溢
れ
る
作
品
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

花
な
ど
の
花
材
は
、
季
節
や
行
事
に

応
じ
て
選
ば
れ
、
ど
れ
を
主
役
に
し
て
、

ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
は
、
子
ど
も

が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
で
進
め
る
た
め
、

各
自
の
感
性
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
生
け

て
い
る
途
中
や
完
了
し
た
時
点
で
、
子

ど
も
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
や
部
分
的
な

手
直
し
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
品
は
、

文
化
祭
や
そ
よ
か
ぜ
荘
（
脊
振
町
高
齢

者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
で
展
示

す
る
ほ
か
、
過
去
に
は
佐
賀
城
本
丸
歴

史
館
や
ア
バ
ン
セ
な
ど
に
も
出
展
、
こ

ど
も
い
け
ば
な
教
室
と
し
て
活
発
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
生
け
花
を
習

う
こ
と
は
自
分
で
決
め
た
」「
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
の
が
難
し
い
」「
作
品
が
出

来
上
が
っ
た
時
は
嬉
し
い
」
な
ど
参
加

の
動
機
や
、
生
け
花
の
難
し
さ
と
同
時

に
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

生
け
花
は
、
仏
さ
ま
に
お
花
を
供
え

た
こ
と
が
発
祥
と
言
わ
れ
て
お
り
、
先

生
が
た
は
、「
花
の
美
し
さ
を
通
し
て
、

優
し
さ
や
和
む
気
持
ち
を
持
っ
て
欲
し

い
」「
生
け
花
に
取
り
組
ん
で
い
る
時

の
真
剣
さ
は
感
心
す
る
」「
子
ど
も
と

接
す
る
こ
と
で
パ
ワ
ー
を
も
ら
う
」「
大

人
に
な
っ
た
時
に
、
生
け
花
の
経
験
を

思
い
出
し
て
欲
し
い
」
な
ど
、
指
導
に

あ
た
っ
て
の
思
い
を
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
多
く
の
子
ど
も
に
、
生
け
花

の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
教
室
の
参
加
者
を
増
や
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

◎問い合わせ
　廣瀧千鶴子さん
　☎090-4353-6400
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�

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

秋
燈
火
読
書
進
ま
ず
老
を
知
る

�

藤
山　

初
次

大
人
し
き
鳴
く
こ
ほ
ろ
ぎ
や
明
け
に
け
り

�

牟
田
口
則
子

麗
し
き
君
に
及
ば
ぬ
酔
芙
蓉

�

香
月
富
士
雄

海
峡
を
渡
る
鷗
や
新
茶
ど
き

�

松
本　

都
子

台
風
は
そ
れ
て
事
な
く
胸
を
な
で

�

音
成　

市
次

ネ
ッ
ク
レ
ス 

ブ
ロ
ー
チ
よ
り
も
赤
い
羽
根

�

田
原
ひ
よ
子

朝
で
す
と
教
え
て
く
れ
る
子
猫
か
な

�

東
島
万
喜
子

秋
風
に
頬
な
で
ら
れ
し
夕
支
度

�

井
上　

豊
美

月
食
の
赤
銅
の
月
浮
か
び
け
り

�

畑
石
蝌
蚪
子

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

宴
席
で
美
人
の
酌
は
グ
イ
と
飲
む

�

眞
島　

永
治

ラ
イ
バ
ル
と
一
応
波
長
合
わ
せ
と
く

�

田
中　

雅
代

日
没
を
止
め
て
お
き
た
い
農
作
業

�

佐
藤
久
仁
子

青
空
に
皇
帝
ダ
リ
ヤ
気
品
あ
り

�

鵜
木
美
代
子

老
い
て
み
て
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い

�

吉
村　

民
子

バ
ス
に
酔
い
紅
葉
に
酔
い
酒
に
酔
う

�

森
﨑　

寛
次

喜
寿
祝
い
皆
で
寄
せ
書
き
夢
残
す

�

眞
島　

壽
子

オ
リ
ジ
ナ
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吉野ヶ里歴史公園から

◎問い合わせ
　吉野ヶ里歴史公園管理センター
　☎55-9333

　吉野ヶ里遺跡の北墳丘墓は、平成元年の３月から４月
にかけてと、平成４年９月から翌年の２月にかけて、２
回の発掘調査が行われました。
　平成元年の発掘では、７基の甕棺墓と有柄銅剣を含む
細形銅剣５本、ライトブルーのガラス管玉79個などが発
見されました。その北墳丘墓は平成元年11月から一般公
開され、王墓と考えられる巨大な甕棺が見学出来るよう
になりました。一般公開された北墳丘墓の上には銀色の
覆い屋がかけられ、雨風に関係なく見学する事が出来ま
す。この時に北墳丘墓の甕棺をご覧になった方も多いと
思います。
　平成４年に再発掘が行われると、新たに甕棺７基、銅
剣３本などが発掘されました。その後、北墳丘墓は埋め
戻されましたが、平成20年２月、待望の北墳丘墓は再公
開され、14基の甕棺がいつでも見学出来るようになりま
した。発掘状態の甕棺を見るのはやっぱり迫力がありま
す。再公開されている北墳丘墓をまだ見学されていない
方はぜひご見学下さい。
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